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名が生まれた。高台寺蒔絵の意匠にみられる単純さと豪華な要素の組み合わせは、前例のな
い表現であり、多くの蒔絵師2たちが意匠を受けついで長い間引き継がれたのである。小松大
秀氏は高台寺蒔絵の意匠を次の三つの時期に分類する。3	（1．）高台寺創設から豊臣秀吉歿
まで（1595～1598）、（2．）高台院歿まで（1598～1624）、（3．）元禄・東山天皇崩御（1624
～1704）。

　この意匠の主な特徴には、黒漆塗りの背景に金蒔絵で花筏、楽器散らし、秋草文様を描いた
ことが挙げられる。秋草や菊花には、虫喰の跡がよく描き込まれている。秋草の間には露が表
現され、新鮮な朝の雰囲気が伝わってくる。蝶がその間に飛び回る場合もある。
　これに先立つ室町時代、漆器の意匠には物語、詩歌、謡曲を主題とする表現が多かった。だ
が、桃山時代の高台寺蒔絵の意匠は「歌手」（和歌の内容）をしばしば表現するようになった。
すなわち、物語のような時間の流れを表現するよりも、和歌のようなある瞬間の思いを表すこと
が多くなったと思われる。

　秀吉の美学としては、天正14年（1586）に正親町天皇に献じた組立式の「黄金の茶室」4の
豪華絢爛さばかりが想像されるかもしれない。しかし、秀吉は農民として生まれ、大胆な生き
方によって自己実現を果たした人物である。秀吉は、人生の初めの貧しい暮らしを忘れず、高
台寺蒔絵にみられる単純な草花模様、それに桐や菊紋と結合した模様をも愛好したのではな
かったか。また、和歌という側面からも秀吉の美学を想像できる。秀吉は自ら和歌を詠んでお
り、高台寺の高堂にも直筆の和歌が残されている5	。確かに、それらの和歌が高台寺蒔絵の意
匠と関係を持っているかどうかは定かではない。とはいえ、秀吉が詠じた和歌の内容が漆器の
蒔絵のモチーフとして利用されたことは充分考えられるであろう。	

　秀吉と高台寺蒔絵との関わりについては、もうひとつの側面からも言える。高台寺蒔絵の特
徴的な意匠の中に、秋草があることは既に述べた。だが、ここには、普通秋草の七草6	に含まれ
ない、菊花7もある。この菊花は、特別な意味を込めて高台寺蒔絵の意匠の中に含められたの
ではないか。16世紀から、菊花は「形見草」8として知られていた。秀吉が没して7年後に北政
所が建立した霊屋は高台寺蒔絵で装飾され、そこには多くの菊花も描かれていた。つまり、高
台寺蒔絵は、秀吉の形見をしのぶものであったがゆえに、菊花が秋草の七草と共に描かれ、や
2		 内陣の蒔絵に銘が残り、『ぶん六五年十二月、」幸阿ミ又さへもん」、描かれた作品は当時の	幸阿弥家作であろう。
3		 小松	大秀、「高台寺蒔絵の編年に関する一試論−蒔絵伝統様式との関係を中心に−」、	『國華』	第 1192 号、	朝
日新聞出版	、1995 年 10 月
4		 MOA美術館にはその当時の諸記録に基づいた忠実な復元が所蔵されている
5		 倉沢行洋『増補　対極『桃山の美」」淡交社、1992年、ｐ.151
6		 七草とは	萩　マメ科	、尾花（おばな：薄(すすき)のこと）	イネ科、	葛　マメ科、	女郎花　	オミナエシ科、	藤袴　キク
科、桔梗　	キキョウ科、	撫子　ナデシコ科である。
7		 花、高台寺の場合は桜の花が散って水面に浮び流れるのを筏に見立てている語。閑吟集『吉野の川の花筏」、高台
寺蒔絵全体見ると、四季の花が描かれている。
8		 Papist-	Matsuo,	Antje.		A	Japanese	taste	for	lacquer-	The	Klaus	F.	Naumann	Collection.	Exhibition	Cata-
logue.	Museum	fuer	Ostasiatische	Kunst	Staatliche	Museen	zu	Berlin.	2006.	ｐ.66

１．序文

　本稿の主題は、桃山時代の高台寺蒔絵について、その意匠と材料・技法の側面から研究す
ることである。とくに、経年によって蓋表の意匠がほとんど分からなくなった「秋草蝶蒔絵料紙
箱」(東京藝術大学大学美術館所蔵)	を再現模造制作してゆく試みを通じて、制作された桃山
時代当時の輝きを取り戻すことを構想している	1。
　再現模造制作の前提として、今は失われてしまった当時の意匠と材料・技法を出来る限り正
確に知る必要がある。そのために、日本やドイツに残された高台寺蒔絵を可能な限り実見し、
比較研究した。「秋草蝶蒔絵料紙箱」を含め、いくつかの作品では、詳細な科学的調査によっ
て材料・技法の分析も行い、そうして得た知見を再現制作に反映することができた。
　再現制作は、「秋草蝶蒔絵料紙箱」の蓋面をパネルにした形で再現するところまでとした。
意匠のほとんどは失われていたが、現代の情報技術を駆使し、かなりの程度まで再現できた。
さらに、より多くの人にこの作品を見てもらうために、意匠のデータをもとにパソコン上で「秋草
蝶蒔絵料紙箱」の３次元CGを制作した。
　今まで調査や特別観覧を行ったところは、以下の機関・個人である。東京藝術大学大学美術
館、東京国立博物館、サントリー美術館、クラウス・フリデリヒ・ナウマン・コレクション(現在	ドイ
ツ・ベルリン東洋美術館に収蔵)、ムンステル漆工芸美術館、高台寺掌美術館。これら現存する
高台寺蒔絵のデータを「5.	高台寺蒔絵資料選集」にまとめた。これは、本稿で主に分析する

「秋草蝶蒔絵料紙箱」だけでなく、その他の技法・時代の高台寺蒔絵作品についての研究にも
役立つと考えられる。
　本稿では「再現制作」と「３次元CG制作」の二つの制作過程を詳しく論じるが、こうした物
質とイメージの再現が、現在の社会のなかでどのような意義を持つのか、結論において「再現
制作の力」として考えてみたい。

２．高台寺蒔絵の意匠について

　高台寺蒔絵とは、桃山時代に盛んに制作さ
れた蒔絵様式のひとつである。高台寺は、慶
長10年(1605)京都東山の一角に豊臣秀吉の
夫人北政所が建立した寺院であり、その一角
には秀吉と北政所の像を祀る霊屋がある。	
					その霊屋内陣は、像を囲む壁、扉、階段
が、黒漆塗りで装飾されており、その独特な
意匠と技法にちなんで、高台寺蒔絵という呼び
1		 再現模造制作は、近年、文化財保護を目的に、社寺が所蔵する国宝級の文化財を管理・保存の環境が整った博物館
等へ移管する代わりに、移管対象物の“復元”/“再現”物を寺等に展示することに、大いに貢献している。
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図１　高台寺　霊屋内陣



がて高台寺蒔絵の意匠の重要なモチーフともなったのである。秋草の間は露が表現され、新
鮮な朝の雰囲気が伝わってくる。	

「つゆとおち　つゆときへにし　わかみかな　なにはのことも　
ゆめのまたゆめ」

　露を人生に重ね合わせたこの和歌は、大阪城
天守閣に秀吉自筆の書が伝えられ、秀吉が晩年に
詠んだもの	と言われる9	。	秀吉は晩年伏見城で
過ごすことが多く、城内に数奇屋を建て、茶道を
極め、人を招き風雅を論する場を設けた。秀吉が
様々な教養を身につける場であって、茶亭ではあ
るが学問所とよばれた。	露というモチーフが、秀
吉を偲び、象	徴するものであることの一例であろ
う。露は平安時代の「源氏物語」の和歌でも隠喩
的に使われており、涙を表現することが多い。15
世紀の硯箱ではしばしば「芦手」が和歌の文字と
なって蒔絵の意匠に用いられたことは有名だが、
和歌と蒔絵の間には古くから密接な関係があっ
た。秀吉の和歌と高台寺蒔絵にも何らかの関係が
あったと想像することは難しくない10。
　ところで、高台寺の霊屋の階段に描かれた花
筏、楽器散らしは、他の漆器にはほとんど見られ
ない。ドイツのベルリン東洋美術館にある珍しい「
枝菊蒔絵高杯	」は、これらの意匠が描かれてお
り、高台寺の霊廟で使われたと考えられる11。ま
た、ベルリン東洋美術館には「葡萄蒔絵手箱」12がある。葡萄の意匠は、日本には珍しく、キリス
ト教や中国のモチーフを用いたと考えられる。
　他の特徴は紋散らし（菊、桐紋）と片身替わり・松皮菱の意匠である。四節の花の自在画や幾
何学的な紋や対角線・稲妻形とコントラストを示した意匠は金と黒の明暗バランスに補強され
る。
9		 津田三郎『新撰　京の魅力　秀吉の京をゆく』、淡交社、2001 年、p.116
10		 研修用テキスト　漆ー基礎編ー、東京文化財研究所、平成20年3月31日、pp.103
11		 詳しくは調査資料、（５．3．ドイツ、「クラウス・F・ナウマン」コレクション、ベルリン東洋美術館所蔵品、	
	 17「枝菊蒔絵高杯」	）
12		 詳しくは調査資料、（５．3．ドイツ、「クラウス・F・ナウマン」コレクション、ベルリン東洋美術館所蔵品、	
	 18「葡萄蒔絵手箱」	）

３．高台寺蒔絵の材料と技法について

　ここでは高台寺蒔絵の技法の特徴を論じていく。ただ、高台寺蒔絵の技法は多岐にわたる
ため、一点だけでなく数多くの作品の技法を挙げて論じる必要がある。これまで調査した個々
の作品の技法については、資料選集で個別にそれぞれの情報を詳しく述べているので参照い
ただきたい。
　一般的な伝統技法としての蒔絵の材料・技法的な特徴は、次の通りである。先ず置目を取
り、薄い和紙に写したい模様を漆で描く。和紙の下絵面を磨いた作品の上に置いて、漆箆や綿
球で和紙の上から圧力を少し与えながら模様を写す。黒い面の場合は細かい消し粉(金粉)を
真綿で蒔いて乾燥させる。次に、蒔絵を蒔絵筆と絵漆で描き始める。
　一方、高台寺蒔絵の場合は、置目の工程が無く、蒔絵師はあらかじめ考えていたデザインを
直接仕上げた面に描く。この下絵が乾いてから次の制作段階、平蒔絵に進む。意匠の変形は
少ないため、似ているような模様を描き続けて、置目を取らずに仕上げられる。
　室町時代までの漆器	の特徴としては、高蒔絵(たかまきえ)、螺鈿(らでん)、切金(きりがね)、
金貝(かながい)の意匠が多く用いられた。しかし、それらの意匠は、桃山時代の高台寺蒔絵で
は使用されてない。また、下絵では全ての意匠を描くのではなく、花梗、葉柄だけ暗示してか
ら実際の蒔絵を描く。	
　高台寺蒔絵は、単純な技法、すなわち金平蒔絵と絵梨地が主に用いられる。金平蒔絵には
二種類ある。蒔放(まきっぱな)し(絵漆で描いた平面に金丸粉を蒔き込んで固めたまま仕上げ
てあり、細かな粒子は肉眼で確認できる)と平蒔絵(同様に仕上げた絵を固めた後に磨いて仕
上げられ、光沢と反射も特徴とする)である。同じ金丸粉で迅速に描いても多様な表現が可能
である。それに加えて、純金丸粉の他には青金(金と本銀の合金)も見られるので、幅広い表現
もできる。	
　室町時代には梨地(なしじ)技法で金が全面的に使われたが、高台寺蒔絵では梨地技法が
部分的にしか使用されていない。花や葉や虫喰が絵梨地で表現された場合では絵梨地と平蒔
絵の二色を確認できる。弁柄漆、又は黒漆で描写し、梨地粉を蒔いた技法が赤付けと黒付けと
呼ばれている13。そこで使用された金・銀梨地粉	に関しては、蒔き方の中でも三つの表現に富
んだ暈かしのバリエーションがよく見られる。他には練描(透明感のある漆を消し粉と混ぜてか
ら描かれる材料)で暈した絵の平面はこれまで挙げた技法と違った印象を与える14。	
　次の制作工程としては、針描と付描きがある。針描15では輪郭線を細かく針で掘り出し、付
描きの場合は輪郭線を平蒔絵や絵梨地の仕上げたものに輪郭線を絵漆で描き込んで金丸粉
13  赤付け：赤い漆で描かれた場合は朱に近い色もあり、絵漆の弁柄と似ているような顔料も使用され、それぞれ結果が
違う。黒付け：漆塗りは黒がかったようであるので、黒い漆や透明なスグロメ漆の上に金粉を蒔き込んだと考えられるが、肉眼
で確認できなかった。
14		 但し、松田権六先生によると、江戸時代前期、本阿弥光悦が金銀泥塗りの表現を使いはじめるので、この技法は元々
なかったと思われる。	松田権六『うるしの話』岩波新書（青版）542、1977年10月20日、ｐ．1８
15		 松田権六先生は「針描」の代わりに「針刻」と「引掻絵」の表現で同じ技法を説明を行う。松田権六『うるしの話』岩波
新書（青版）542、1977年10月20日、ｐ．15
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図２		豊臣秀吉自筆辞世和歌
16 世紀、大阪城天守閣蔵	



　ここでは東京藝術大学大学美術館が所蔵する「秋草蝶蒔絵料紙箱」について、調査で観察
した結果と再現模造制作の過程を述べていく。

４．１．「秋草蝶蒔絵料紙箱」の調査・特別観覧による結果

　本作品の実見調査においては、肉眼調査の他に次の方法を用いた。イメージングプレート（I
Ｐ、AC-5）を利用した透過Ⅹ線撮影（FCR、Fuji	Computed	Radiography	VF-C1）、分光反
射率分析（BYK	Gardner	スペクトロ-ガイド	sphere	gloss）、ポータブル蛍光Ⅹ線分析（セイコ
ーエプソン社製XR-100CR）、デジタルマイクロスコープによる撮影（Keyence	VHX-500F)。

４．１．１．「秋草蝶蒔絵料紙箱」の意匠

　蓋表と側面の意匠、観察した結果について述べていく。
蓋表：蓋表の左下にある土坡には草藪が描かれている。蓋表の右上には、草花と芒が伸びてい
る。その隣には蝶が描かれている。しかしながら、蓋表は全体として蒔絵を施されているもの
の、肉眼では、意匠のほとんどは失われて見ることができない。ただ、光を当てて、角度を変え
ると元々蒔絵が描かれた箇所が分かる。但し、物理的に深い傷が付いて、完全に元の意匠が
分からなくなっている部分も所々存在する。
　側面：四つの側面のうち、1面と2面、3面と4面の、隣り合う二つの面は、それぞれ土坡の形が
つながっていることによって一つの絵を構成している。側面の意匠は、蓋表と同じ様に、土坡に
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図３　「高台寺蒔絵の技法」

図４

を蒔き、固めて磨く。	
　高台寺蒔絵のもうひとつの特徴としては、描割がある。輪郭線の描かれた花、葉、花弁や葉
脈を平蒔絵、絵梨地、練り粉の技法で線の周りだけふさぐ技法である。	
　要約すると、高台寺蒔絵は基本的に黒と金を用いた二色しかないが、金の平面の種類はお
よそ11色くらいに分けることができる。材料を含めて考えると、少なくとも21色のバリエーショ
ンで表現できる。	
４．東京藝術大学大学美術館「秋草蝶蒔絵料紙箱」の再現模造制作



秋草と蝶が表されている。秋草では、芒、楓、萩、葛が描かれている。それらに加え、二つや三
つずつの組になった菊花が所々に見える。

４．１．２．「秋草蝶蒔絵料紙箱」の技法

　本作品の檜の木地は、側面の角に釘で簡単に接合されている。蓋表は幅が広いため、二枚
の板を幅接ぎし、その上には40メッシュの布が2センチ幅で被せてある16	。刻苧で出来て埋め
られた樹脂浸出の跡も確認できた。地付けは安土桃山期に多く見られる地の粉で作られてい
る。粗い物から順に細かい物が重ねられている。

　生漆に炭や油煙を混ぜて下中塗りを行い、上塗りに素黒目漆が塗られている。蒔絵は置目を
せず、絵漆で直接文様が描かれている。蓋表だけは菊、葉、蝶の梨地には赤漆の下付け、側面
と蓋表は土坡、秋草、蝶の梨地には黒漆の下付け梨地粉を淡く蒔き、土坡の輪廓線に沿って
内側に丸粉で暈すように蒔き込まれている（描割）	17。
	

	

図５、６　赤付けの梨地と黒付けの梨地　（100 倍の拡大）

　部分的に、針描、付け描きによる表現が見られる。蒔絵は蒔放しの経年によると思われる粉
の剥落が見られる。

	

16		 調査５、2008年1月25日東京文化財研究所で松島朝秀氏と三浦定俊先生の協力によるイメージングプレーが使用さ
れた透過Ⅹ線写真撮影、デジタルデーター、赤外線による調査。透過Ⅹ線写真撮影情報：２０ｋV、３ｍA、1分、150センチ。
17		 2008年７月１４日、デジタルマイクロスコープの観察による結果。	焦点深度が普通の顕微鏡撮影より1000倍細か
いため、蒔絵の細かい金粉でも映るはずが、殆んど残っていない。

　図７　輪郭線は赤いが、中は暗い。劣化を考えると、蓋表に絵漆を使われた部分は残っ
ているが、他の透明な漆に蒔いた面は残っていないので、漆の接着力は元々足りなかっ
た可能性がある。（100 倍の拡大）

　蒔絵は粉固めを施しているが、元から表面を磨いていない可能性がある。だが、料紙箱の中
では呂色仕上げをしてあるので、劣化した前には外面も同じ様に仕上げられていたのではな
いかと考えられる。

４．１．３．「秋草蝶蒔絵料紙箱」の蒔絵材料

　仕上げた面には絵梨地を描いてから、平蒔絵を施して付描きや針描したのだろうと思われ
る。平蒔絵には純金粉（丸粉と梨地粉）が使われている。蒔絵の描線、下絵に使われている絵漆
（紫赤、弁柄）は、付描きに使われた顔料と比べると、別のものである（図15、ページ13）18。
　特に萩の描き方を見ると、輪郭線を描いてから乾かした可能性がある。平蒔絵の面は輪郭
線の中に赤く見えないので、金粉を蒔いたときには別の黒漆や透明な漆が使われたと思われ
る19	。金粉は、現在作られている純金粉と比較すると、梨地粉の１・２号、丸粉の5・３・１号を
混ぜたものに近いと思われる20	。

　

18		 調査６、2008年7月11日～22日、蛍光Ⅹ線による分析結果、	真赤な弁柄
19		 調査６、2008年7月11日～22日、蛍光Ⅹ線、スペクトロ　ガイド、デジタルマイクロスコープによる分析結果
20		 室瀬先生によると、江戸時代に入ってから金粉の粒子号数はもっと細かく分けて使用するので、今の手に入る粉の号
数を混ぜて、今回の再現に使用した。
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　図８　上：秋草蝶蒔絵料紙箱、黒付け梨地粉　　　

図９、10　下：金沢の吉井商店 21	の純金梨地粉「味甚」（1 号）と「先細」（2 号）　
（100 倍の拡大）

21		 梨地は「うすて」である。

				

		

					

		

図 11 ～ 13　左欄：上から現代の丸粉 5･3･1 号（100 倍の拡大）　
図 14　右：秋草蝶蒔絵料紙箱、丸粉（100 倍の拡大）
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図 15　左側の赤い弁柄に丸粉が蒔かれており、右側の少し暗い赤付けに絵梨地粉が見ら
れる　（100 倍の拡大）

　弁柄には2種類あることを確認した（図15）。絵梨時の下付け漆に他の黒い漆や顔料を混ぜ
た可能も考えられる。平蒔絵の仕上げ方は梨地技法と違うので、梨地の下付けに梨地粉を蒔
いて上から素黒目漆をかぶせて磨ぎ出すので、印象はかなり違うと思われる。
　蛍光Ⅹ線分析では砒素（Ａs）が多めに出ているので、昔は砒素を含む顔料などで梨地漆の
黄色を出していたと考えられる。雄黄22は、砒素の硫化鉱物である。石黄23	とも呼ばれる。中世
頃までは黄色の顔料として広く利用されていた。毒性のために現在ではほとんど利用されて
いないが、雄黄色という言葉として残っている。As	60%にS	39.9％が含まれる。
	　石黄は今までの調査データによると、日本で奈良時代に使用されたが平安～桃山時代の間
には今まで使用が確認されていない24。江戸時代に入っ
てから石黄を顔料としたことが確認できる。江戸時代前期
にあたる（1638～1654）、東インド会社の彼らの日記には
雌黄を長崎へ入荷したことが書かれていることを、北野
信行先生が確認されている25。黄色糸漆は、北野先生によ
ると、江戸時代前期の漆器の家紋や漆絵など加飾漆とし
て、黄色の発色を得て生漆と混ぜて、色粉として用いられ
た。江戸時代の石黄は二種類に大別される、一つは東南
アジアや中国から日本に輸入した上品で（色調が金色に
近い）、他には下品（やや黒ずみ臭気がある）も存在する。
　
４．２．「	秋草蝶蒔絵料紙箱」の科学分析による結果と解釈
22		 文部省学術奨励審議会学術用語分科審議会編　『学術用語集	採鉱ヤ金学編』　日本鉱業会、1954年。（オンライン
学術用語集）、	ゆうおう、orpiment、As2S	３
23		 文部省編　『学術用語集	地学編』　日本学術振興会、1984年、ISBN	4-8181-8401-2
24		 Kuehlenthal,	Michael;	Miura,	Sadatoshi	.	Historische	Plychromie-	Skulpturenfassung	in	Deutschland	und	
Japan.	Hirmer	Verlag	Muenchen.	2004,	pp．250　Table	10
成瀬正和編著『正倉院宝物の素材』、	日本の美術第439号、	至文堂、2002年12月15日
25		 北野信彦『近世漆器の産業技術と構造」第 4 章、株式会社雄山閣、平成 17 年 11 月5日、p．65、76、78

　室瀬先生が指摘したように、蓋表と側面には、下付け漆の描き順の二つの点で大きな違い
が確認できる。蓋表には梨地の部分に絵漆が使われているが、側面には絵漆が使われていな
い。従って、蓋表の再現制作に必要な情報を述べるため、蓋表に限って機器分析の結果を挙げ
る。具体的には、携帯蛍光Ｘ線分析、分光反射率分析、デジタルマイクロスコープの100倍率
写真、３D表面撮影を行った。
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図 16　石黄

図 17　分析箇所図案
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図 18、19　分光反射率分析結果 図 20　携帯蛍光 X 線分析結果　
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ここまで、分光反射率分析、携帯蛍光Ｘ線分析、デジタルマイクロスコープの100倍率写真、
３D表面撮影を用いて分析して得た結果をそれぞれ図として挙げた。ここからはそれらの結果
を、他の調査の時にいただいた意見を踏まえて、解釈したみたい。
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図21、左　「秋草蝶蒔絵料紙箱」蓋表、	分析箇所図案
図22～41、右　デジタルマイクロスコープ	100	倍率写真と	３D表面撮影



　分光反射率分析（図18、19）では、梨地粉も丸粉も純金で出来ていることが分かった。携帯
型蛍光Ｘ線分析（図20）では、丸粉と梨地粉の部分を比較してみたが、どこでも鉄、ヒ素、純金
が同じように見られた。従って、絵漆に使われた弁柄では石黄が使われていること、また、弁柄
は、肉眼では二種類の弁柄が使われているように見えたが、実際には一つの種類しか使われ
ていないことが分かった。デジタルマイクロスコープの100倍率写真（図21）で分かったことは、
金粉は、現代の金粉と比較すると、梨地粉薄手の1号と2号、および丸粉の1号、3号、5号を混
ぜたものが使われていたことである。蒔絵の仕上げは、テストピースと比較して、丸粉を一回
固めながら磨く工程を排したものである。これは既に室瀬先生が観察した結果を裏付ける26。
　絵梨地の仕上げは、制作当初から磨き出す工程を行っていなかったと思われる。資料選集
32で挙げた「秋草蒔絵歌書箪笥」で見られるように、絵梨地を磨いていない作品も古くからあ
った。一般的には絵梨地は磨き出さないと暗い印象を与えると思われていたが、磨かなくても
オレンジがかった鮮やかな色を出すことができた。下に挙げた３Dに下降した拡大写真を見る
と、梨地の粒は丸粉に比べてレリーフ状に盛り上がって、凹凸の部分がはっきりしている。
　側面は蓋表に比べて暗い印象を与える。それは、側面には絵梨地のところに赤絵漆ではな
く、黒い漆に金粉を蒔いているからである。つまり、蓋表は、今は意匠がほとんど消えている

が、元々側面より鮮やかな絵漆で描かれて、全体的にも明るい印象を与えるものであっただろ
うと思われる。
	
４．３．「秋草蝶蒔絵料紙箱」の再現制作
　本研究での再現模造制作では、本作品の調査結果に基づいて、意匠が現存していない蓋表
をパネルにした形で再現することを試みた。

26		 資料選集　２７「秋草蝶蒔絵料紙箱」、調査４に詳しい説明を行える。
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４．４．情報処理学に基づく制作

４．４．１．「秋草蝶蒔絵料紙箱」の蒔絵再現制作ための図面制作過程

　図面を制作するために、次の過程で、出来るだけ作品に触れないようにしながら、現存する
意匠を写し取った。
　まず「秋草蝶蒔絵料紙箱」の蓋を布張りをした台に乗せた。その上にプレキシグラス表面の
車台を移動させ、車を安全のためにブレーキで止めた。プレキシグラス板の反射が強かったた
めそこに10x20センチの穴を空けた。この空けたスペースの上に、透明なホイルを貼付けた。
こうして出来る限り蓋表に残った蒔絵図案を写したが、料紙箱の蓋とプレキシグラス板の間
には隙間を空ける必要があった。また、プレキシグラス板の厚みも含めて7ミリの隔たりがあっ
た。そのため、蓋の意匠と、筆者が写した図面の間にはズレが生じてしまった。
　実際の作業では、透明なホイルが反射し、下の蓋表の平蒔絵図案の反射が薄くなったの
で、ホイルをとって、肉眼で再びホイルを貼付けて図案を描き続けた。しかしながら、出来上が
った図面には不満な点が多過ぎたため別の方法を試みた。

	

図46　「秋草蝶蒔絵料紙箱」出来上がった図面	
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図 44、45
作業中の様子

図 42、43　梨地と丸粉、デジタルマイクロスコープ	100	倍率写真と	３D 表面撮影



次に試みたのは、デジタルカメラと画像処理ソフトを用いて、現存する意匠を写す方法である。
まず、蓋の全面を2センチ平方に区切り、8箇所から光を当てながら、デジタルカメラで写真撮
影を行った。次に、８枚のデジタル写真をフォトショップで読み込み、８つのレイヤーで開いて
重ね、５０％透明に処理した後、全てのレイヤーを１枚にした。さらに、そのデータをイラスト
レータで書き出し、このソフトで図面を引くと、７０％くらいの平蒔絵を再現することが出来
た。但し、全く残っていない平蒔絵の３０％は再現出来なかった（図47～54；23，24ページ）。

２１

ページ22：　	 	 	図47　デジタルマイクロスコープの1000倍拡大写真、左側の蝶図
は元のサイズで写生されられ

ページ	23	、24：　　	図48～54　「秋草蝶蒔絵両氏箱」のデジタル写真
　　　　　	 					図55　フォトショップとイラストレーターソフトを使用した図案
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４．４．２．「秋草蝶蒔絵料紙箱」の３次元CGに関する制作情報

図 57　「秋草蝶蒔絵料紙箱」の三次元イメージ、ソフト：SHADE（e-frontier)

　本研究における３次元CG制作においては、デザインによく使われるシェード
（Shade、efrontier社製）というソフトウェアを用いた。このソフトウェアでは、三次元の物の構
造だけでなく質感をより精細に表現できる。漆の色は基本的に黒く、深みのある呂色仕上げの
漆器は鏡のように反射するため、そもそも写真撮影でも難しい。３次元CGの制作では、こうし
た漆の特徴的な質感を再現することを試みた。
　３次元CGの制作工程は、モデリング、オブジェクト表面の質感の制作、クイックレンデリン
グ、アニメーション制作、そしてレンダリングに分けられる。制作の際、パソコン画面には、正面
と二つの側面が同時に表示されている。次に、モデリングで仕上げたオブジェクトに質感や写
真のマッピングをつけ、さらに照明を加えて、透明感や反射の強さなどを、クイックレンダリング
で確認しながら調整していく。こうして仕上げたオブジェクトには、動きのパターンやカメラ位
置を設定し、撮影を行う。最後に、レンダリングを行ってアニメーションとして仕上げていく。
　シェードで作った三次元モデルの蓋表に、復元模造した蒔絵の画像データ貼り付けて、３次
元CGに仕上げ、蓋表の平蒔絵再現制作を行う。結果としては大変分り安い図案を出来たと思
う。展示した時に、実際再現した蒔絵は板型のパネルであるため、３ＤＣＧとしてまとめたも
のを全体再現としてプレゼンテーションを出来たことで「秋草蝶蒔絵料紙箱」の復元と再現制
作ををより分りやすく伝えることが出来た。結果は勿論イメージですので、蒔絵の再現は立体
的であり、材料もイメージ（写真、３ＤＣＧ）より実物に近いですから、実際再現の変わりに３
ＤＣＧだけなら不満点が多いけれど、全体再現として作る必要があった。

２6

図 56　2008 年 8 月 29 日に仕上げた図面　
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４．５.　	「秋草蝶蒔絵料紙箱」の再現制作に関して
４．５．１．材料
４．５．１．１．木地
　透過Ⅹ線撮影の結果、パネルの木地として檜を選び、オリジナルと同じく二枚の板を横に組
み合わせた。ただし、本作品の蓋の板の厚みは1センチであるが、再現制作では板の厚みを２
センチに変更した。というのも、板の厚みが1センチでは反ってしまう可能性があり、厚みを増
すことで安定を増したいと考えたからである。
　蓋の板を組み合わせるための接着剤は麦漆である。木地はサンドペーパーを使わず、鉋を
かけただけである。木地は山本葉彌志先生27	が東京芸術大学大学美術館の収蔵庫で「秋草
蝶蒔絵料紙箱」を特別観覧し、私の図面と透過Ⅹ線写真に合わせて制作して下さった。

図58、59：　山本先生に制作依頼した際の木地パネルの図面、
布調査のⅩ線写真（撮影情報：２０ｋV、３ｍA、1分、150センチ）

27		 山本葉彌志先生	は木工師で、工芸技術講習所、昭和20年３月第２部、昭和23年3月第1部を卒業。	（工芸技術講
習所	は昭和16年1月文部省直轄として設置、昭和23年4月東京美術学校附属に、次いで昭和25年4月東京藝術大学附属とな
り、昭和26年4月美術学部工芸科に工芸計画専攻を新設し、昭和27年3月をもって廃止す）
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４．５．１．２．地付けと塗り
　檜で仕上げたパネル（図49）では日本産の漆だけを使用した28。木地固め（図50）には、2
センチ幅に切った40メッシュの麻布を、のり漆で組み合わせたパネルの蓋表・裏面に貼り付け
た。	 　																					図60　木地	 	 図61　布着せ

図62・63　京地之粉地付けを２回行った（120＃、150＃）。

図64・65　その上には生漆に油煙を混ぜて下中塗り29を行い	、研ぎ出してから上塗りに素黒目
漆を塗る。

28		 当時は国産漆の他にも東南アジアから輸入された漆が存在したが、分析が不足しているため、日本産漆で制作
する。
北野	信彦、小檜山	一良、竜子	正彦、高妻	洋成、宮腰　哲雄『桃山文化期における輸入漆塗料の流通と使用に関する調査』
東京文化財研究所　保存科学　No.47、2008 年
29		 沢口	梧一着『日本漆工の研究』、美術出版社、昭和41	年7	月	。日本産木地呂漆三升（45.6グラム）：掃墨五合（6.3グ
ラム）
	 岡田文男・成瀬正和・北村昭斎　『蒔絵漆器の製作技法に関する自然科学的調査』、	古文化財科学研究会・文化財
の科学第39号、1994、ｐ．49-60
松田権六『うるしの話』岩波新書（青版）542、1977年10月20日、ｐ．35、黒い顔料としては松煙、油煙、漆煙が使われている。
	 岡田文男・成瀬正和・田川真千子・北村昭斎　『平安時代前期の出土黒色漆器に利用された黒色顔料について』、	古
文化財科学研究会・文化財の科学第39号、1994、ｐ．39-48
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　ここからは蒔絵に関する作業について述べる。

図 66　「職人尽絵屏風」部分・狩野吉信筆、江戸時代、後寛永五年（1628 年）　　

　ここに挙げた絵は蒔絵師たちが分業で制作していた様子を教えてくれる。左
から鞍を蒔いている人物、膳に絵を描く人物、隣奥に鏡台を磨いている人、その
前に切金、平目粉などを作っている人物、手前の子供二人は仕事を手伝ってい
る。その右の人は窯から墨を取って冷やしているようにみえる。古代末期では漆器の職人は大
きく三つの職能に分けられた。木地を作る職能（檜物師、指物師）、塗る職能（塗師）、塗った表
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面に飾りをつける職能（蒔絵師とともに	螺鈿師、青貝師）である30。

４．５．１．３．「秋草蝶蒔絵料紙箱」に使用された金粉

　調査の結果、純金の使用が確認された。この純金は、現在入手できる金と比べると形は少し
違い、再現制作では、現在修復などに使われている金粉を調合して形を自分で合わせて使用
する31。	北野信彦先生の調査によれば、高台寺蒔絵材質の科学的調査で10マイクロメータ以
下の細かい蒔絵粉からの金、100マイクロメータ程度のやや粗い梨地粉（金銀合金、青金）が検
出された32。

４．５．１．３．１．金丸粉
　金丸粉は1号、3号、5号の混ぜたものを使い、70％の3号に10％の5号と20％1号を組み合
わせる。
テストピース仕上げしてから書き直す。

４．５．１．３．２．金梨地粉
　梨地粉は現代に使い純金梨地粉１号と2号の混ぜたものでで再現制作を行う。
テストピース仕上げしてから書き直す。

30		 星野山無量寿喜多院	、『喜多院・職人尽絵屏風』、（株）東出版、昭和54年２月28日、18-1図
31		 株式会社	吉井商店の金粉を使用した。
32		 北野信彦「近世漆器の産業技術と構造』第 4 章、株式会社雄山閣、平成 17 年 11 月5日、pp．84、89

30

図 67



図68、69　金粉の押し工程（鑢粉を押し延ばす作業）に用いる押し箱と金属板、こて、じゅうの
うが見える（左図）33。技術工程は次の４工程に分類される。まず金銀塊を方力で挟んで鑢降
ろす「玉降ろし工程」（右図）

図70、71　降ろした粉を鉄板の上に置き、鋼の丸棒状の針をこてで回転させながら粉をつぶ
して平目状にする「押し工程」（左図）。たがねで目をつけた鋼板の上に平目状の金粉を置き、
同じくたがねで目をつけた土でこねるように回して粉を丸く細かにする「すりこみ工程」（右図）

図72、73　粉の大きさをそろえる「ふるい工程」（左図）がある。ふるい工程に用いる用

33		 写真：増村紀一郎先生、｛高橋恒三（編）『無形文化財記録〈工芸技術編	4〉蒔絵	」	文化庁	、1973 年｝の取
材ために清水佐太郎氏の工房で撮影された資料の一部である。
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具、左が細かい粉をふるい出す’縦ぶるい’、右が粗い粉をふるい出す’横ぶるい’である（右
図）

４．５．１．４．絵漆（下付け漆）

　既に述べた弁柄と混ぜた生漆の２種類が下絵と平蒔絵・付描きに見られる。その色違いを
テストピースによって確認した。Ⅹ線調査の結果ではFeとAsを確認できたため、その量など
色は現代のものを使って出来るだけ色の印象に近づけることを試みた。絵漆はオレンジがか
った色合いであるため、砒素は弁柄に混ぜられた石黄であると思われる。砒素は17世紀に初
めて日本に輸入された34。当時	の弁柄はローハ（人造緑礬、FeSo4・7H2O）に加熱温度650
～700℃を与えた、水で水簸作業されたものである35。このように作ったパイプ弁柄が使われて
いたかは分析結果で発見出来なかったため、今回の再現製作にて自然の弁柄を使用した。
石黄	12gをすり鉢で3時間製粉にしてから自然の弁柄	28gと混ぜて、	40g黒めた生漆を足しな
がら３時間木材の棒で練った。
　線を描く絵漆は漆に粘りが出るまで練返す。3日から１週間	練返すと弁柄の粒子が細かくな
り、線を描いても横へ広がらない。また、広い面積を塗りこむ場合には、生漆に弁柄がよく混じ
る程度に練って使用する。弁柄のほかに雌黄や石黄などの黄色の顔料を混入した絵漆もあり、
平蒔絵などの下付け漆として使用やすい36。
　黒付けの部分では透漆、梨地漆、呂瀬漆の３種類が考えられる。今回は透漆を使用した。

４．５．２．道具

４．５．２．１．蒔絵筆
　基本的には筆と毛房を蒔絵用具として使う。筆で線を描いてから毛房で蒔いた粉をあしら
う。目的や蒔絵技法によって色々な筆を使っている。使われた毛、その毛の長さも色々な形があ
る。鼠、兎、猫、狸、狐、馬、山羊、栗鼠、鼬等の獣毛を使う。どれでも水毛であるため、その毛
の強さや太さでを目安として選ぶ37。

34  北野信彦『近世漆器の産業技術と構造』第4章、株式会社雄山閣、平成17年11月5日、pp．84
35		 北野信彦・肥塚隆保『近世における弁柄の製法に関する復元的実験』、	文化財保存学学会誌40号、	1996年、ｐ．35
～47；	水に洗った後には	水酸化鉄の沈殿を確認できたため、当時の弁柄は（Fe2O3）と（Fe(OH)2)で出来ている。
	 北野信彦、『古代木造建造物のベンガラ塗装に関する研究（II）』、	日本文化財科学会ー考古学と自然科学第56号、	
日本フィニッシュ株式会社、2007年12月10日、ｐ．41-62
	 北野信彦、『古代木造建造物のベンガラ塗装に関する研究（I）』、	日本文化財科学会ー考古学と自然科学第54号、	
日本フィニッシュ株式会社、2006年11月30日、ｐ．41-62
36		 小松大秀、	加藤寛『漆芸品の鑑賞基礎知識』至文堂、1997年12月20日、pp．208
37		 小宮又兵衛（無形文化財）は蒔絵筆技術者として有名,蒔絵用具の写真は全て	小宮又兵衛の作品が写っている、増
村紀一郎が撮影した資料である。	
　　　　高橋恒三（編）『無形文化財記録〈工芸技術編	4〉蒔絵	』	文化庁	、1973年
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現代の根朱
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図 74　蒔絵用具

筆・丸筆に使われた毛には猫毛を使う。
　鼠毛の蒔絵筆は今でも高級なものとして知られている。但し、鼠は日本の環境変化のために
少なくなり38、鼠の毛は材料としてあまり使えなくなった。だが、今回それを使わなくても大きな
違いはないと思われる。

38  松田権六『うるしの話』岩波新書（青版）542、1977年10月20日、ｐ．95、高橋恒三（編）『無形文化財記録〈工芸技術
編	4〉蒔絵	』	文化庁	、1973年p．136、“昔は木造船の鼠から採取した毛が最良とされてきたが、近来はほとんど鋼鉄船となっ
たため、毛先が磨耗し用なさぬようになり、現在では倉庫鼠が用いられている。”
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図 75
蒔絵用具　（上）

図 76
倉庫鼠の皮　（左）

小宮又兵衛氏所有　
（1972 年）



４．５．２．１．金蒔く用具（粉筒・毛房）

　

　

　基本的には蒔絵粉を粉筒で蒔く。竹製や鳥軸の端を斜めで切って、端一つにそれぞれ細か
い、粗い布を貼って、糊と和紙で止める。あしらい毛房（粉蒔毛房）は丸粉を蒔き付けるために
よく使われている。量の少ないところや、暈し蒔でも使用される。

４．５．３．技法と制作工程

４．５．３．１．置目

　先述のように伝統的な蒔絵では先ず置目を取る。置目とは、薄い和紙に写したい模様を漆で
描く。次に、和紙の下絵面を仕上た作品の上に置く。漆箆や綿球で和紙の裏から圧力を少しず
つ与えながら模様を転写する。黒い面の場合は、細かい消し粉（金粉）を粉筒で蒔いて乾燥さ
せる。次に蒔絵を蒔絵筆と絵漆で描く。
　しかし、高台寺蒔絵の場合は、置目が無い。蒔絵師は考えていた意匠を直接描いて仕上げ
る。とはいえ、再現制作を行うときには、置目のように輪郭を取らないと図面に近い絵を描けな
い。再現製作では、イラストレーターソフトで編集した図案の部分（葉、菊、	土坡	）をカッティ
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図 77　金蒔く用具

ングプロッター（ミマキエンジニアリング（株）カッティング
プロッター　CG-60　ST、ソフト：Fine	Cut	7	for	Illustra-
tor)でリタックシート(中川ケミカル）の接着力の強いものに
カットし、面積を剥して、リタックシートの接着力の弱いも
のをその上に貼りつけ、シールの裏を剥がし、水をつけて
パネルに貼り付けた。リタックシートの接着力の弱いものを
剥した。次に主となる線を昔の蒔絵師の手法に則って描い
てから進めた。

４．５．３．２．蒔絵

　磨ぎ出したパネルにカッティングシートを貼った状
態でまずその下絵を絵漆で描いた。次に、乾かしてか
ら絵梨地の赤付け部分だけ描いて、梨地粉を蒔いて乾かした。次は平蒔絵の面積を絵漆で輪
郭線を描いて、中へ延ばしてリタックシートを剥した。そこでもう一度輪郭線を描いて中へ延ば
して金丸粉を蒔いた。次は梨地粉を蒔いた面積に透漆で上塗りして乾かした39。その後は平蒔
絵の面積を生漆で固めて針描きして乾かした。土坡の黒付け漆で描割して地付け塗りを行
い、丸粉と梨地粉で	暈しながら蒔いて乾かした。次には同じ面積を透漆で上塗りして乾かし
た。土坡の残っている面積の平蒔絵や針描きをしてから乾かした。
　次は線になっている薄や華柄と露の含めた図案をイラストレーターソフトで作って、カッティ
ングプロッターでリタックシートをカットし、部分的にパネルに貼り付けて、金消し粉を上から絹
の綿で入れ込んで、これで細かい線をパネルに写してシートを剥した。消し粉の線の上には下
付け漆で線を描いて、それから付描きを行った。加藤寛先生と小松大秀先生によると、基本的
に高台寺蒔絵の技法として知られている方法とは少し異なるが、テストピースによる結果では
平蒔絵を一回固めて、もしくは付描きした場合もう一回固めることで、一番現物に近い結果を
得られた40。

39		 現代の梨地漆は渋などガンボージ、黄色い染料と混ぜてあるが、桃山時代にはまだ染めていない透漆が使用され
る。
玉蟲敏子（編）、『日本美術史　｛かざり｝と｛つくり｝の領分』日高薫、『蒔絵の｛色｝−絵画と工芸とのはざまでー、東京大学出
版会。ｐｐ．165～197
40		 小松大秀、	加藤寛『漆芸品の鑑賞基礎知識』、至文堂、1997年12月20日、pp．196	
“高台寺蒔絵の技法ではまず塗り立てた	器の	表面に弁柄と混ぜた赤い絵漆にで模様を写し、朱、または弁柄漆を模様に塗
り、梨地粉を蒔きつける。次に透漆を薄く置目と絵梨地の上に塗る。透漆の下に見える置目を目安として模様を弁柄漆で描き、
細かい丸粉もしくは平粉を蒔きつける。模様の細部に針描を行う。乾燥させてから行う場合も確認でき、もっと堅い表現であ
る。”
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図 78　パネルに貼り付けたリ
タックシート（葉、菊、	土坡	）
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４．５．３．３．仕上げ
　指、胴擦粉と油で磨いて仕上げた。鹿の角の粉など、昔ながらの胴刷り磨き粉は使用しな
い。

図 84　仕上げた再現製作

図 81　リタックシートをカットした図案（線、露）を部分的にパネルに貼り付けて、金
消し粉を上から絹の綿で入れ込んだ。
図 82　これで細かい線をパネルに写してシートを剥した。
図 83　消し粉の線の上には下付け漆で線を描いて、付描きして金粉を蒔いた。

図 79　絵梨地と平蒔絵の部分、蒔放し（葉、菊、	土坡	）
図 80　絵梨地と平蒔絵の部分、金粉固めと絵梨地の上塗りを行ったところ
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５.　高台寺蒔絵資料選集
凡例：
このデータベースは国内外の高台寺蒔絵作品の調査記録を筆者がまとめたものである。
タイトルは保管している機関もしくは個人が付けたものである。
時代は所有者のデーターによる付けたものである。
幅・奥行・高・直径の単位はセンチメートルである。
収蔵場所は作品が現在保管されている場所を示す。
番号は保管している機関が付けた番号である。
材料・技法は高台寺蒔絵に特徴的なものを挙げた。又、単に材料・技法の名称だけでなく、
筆者による観察結果を加えた。
コメントは作品に関する文献の記述、あるいは筆者による状態などについての観察結果
を加えた。
調査は年月日と調査内容と結果を記した。
和歌は、展示時に添えられたキャプションに記されたもので、作品のモチーフとなった
であろう、若しくは当時の日本人が共通意識して持っていたであろう和歌を参考までに
挙げた。
順番は収蔵場所ごとであり、同一の収蔵場所であれば任意の順に並べた。

５．1．サントリー美術館所蔵品

1
タイトル：　菊水蒔絵角赤沈箱・きくす
いまきえすみあかちんばこ
時代：　室町時代	
幅・奥行・高：　10.3・12.7・10.2
収蔵場所：　サントリー美術館
番号：　漆 51
材料・技法：　絵梨地の色は紅く見える。
平蒔絵の金粉が細かい。ナウマン・コレ
クションの高杯には同じ模様を表してい
る。
コメント：
流水に菊の折枝や菊花を組み合わせた模様は鎌倉時代以来の伝統的な模様で、この箱の
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図 85

ような自由な意匠の菊水文は衣服・諸調度に、定型の菊水文は楠正成を代表する諸家の
家紋として使用されている。	
	角赤とは、箱の四角を中心にその部分に布を貼って朱漆を塗り、布目を見せているもの。
室町時代より見られるがその用途ははっきりせず、手箱と同じく色々なものを入れたよ
うである。なお安土桃山時代以降には大名の姫君の婚礼調度である三棚のかざりものの
一つとして作られている 41。	

2
タイトル：　亀流水蒔絵湯桶・かめりゅうすいまきえゆとう
時代：　江戸時代
幅・ 奥 行・ 高：　18.4・25.6・
23.3
収蔵場所：　サントリー美術館
番号：　漆 97
材料・技法：　蓑亀は平蒔絵 ( 金粉
が細かい ) と絵梨地で表現されてい
る
資料：　展覧会	カタログ : 円筒形、
折蓋・把手・懸魚形把手支板・注
口・3 個の棒足付の湯桶である。折
蓋には梅花形座金付の花形鈕と蝶
番をそれぞれ金銅製によって打つ。
総体黒漆塗に、胴部左右に亀を各
2 匹、蓋表にも親亀・子亀を流水
の中に描く。技法は金平蒔絵を主
体とし絵梨地を交えている。亀の甲は周囲と内部を必ずこの 2 技法を使い分けて描くが、
それが交互に配され変化を出している。亀甲や目鼻などの細線は描割・針描によっている。
把手上面は南蛮風の唐草文を描き、注口口縁には沃懸地を施す。また内部はすべて朱漆
塗とする。流麗な流水の線、とりわけ独特の反転をみせる波頭などに江戸前期の造形感
覚をうかがわせる 42。

41		 東京国立博物館編	『日本古美術展』図録、東京国立博物館、1964 年
42		 サントリー創業 100 周年記念展 I	『くらしと美・饗宴のかたち』、サントリー美術館、1999 年 4 月
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3
タイトル：　蓬莱蒔絵硯箱・ほう
らいまきえすずりばこ
時代：　安土桃山時代 ( ウェブ
ページ : 室町時代 ) 幅・奥行・高
　22.3・23.2・8.1
収蔵場所：　サントリー美術館
番号：　漆 95
材料・技法：　平蒔絵 ( 金粉が細
かい )、絵梨地、黄色にも紅色に
も見える純金粉、針描、真っ赤な
絵漆を発見した。植物は絵漆と梨
地、島と水は梨地の面になってい
るが紅い絵漆は梨地粉の下に見え
ないので、黒い漆で描いてから梨
地粉が蒔かれたのであろう。
資料：　展覧会	カタログ : 蓬莱山は中国における仮想上の山で、東海中にある不老不死
の地で仙人が住むと伝える。古くより吉祥的な意匠として諸調度に描かれている。蓋表
には、洲浜形の上に岩・橘・梅・笹・空に鶴・海中に亀を表す。その技法は平蒔絵に絵
梨地、針描を用いたものであり、いわゆる高台寺蒔絵様式のものが安土桃山時代以前に
既に存在したことが知られる 43。

4
タイトル：　	秋草鶴亀蒔絵長文箱・
あきくさつるかめまきえながふばこ
時代：　安土桃山時代
幅・奥行・高：　6.6・24.4・6.0
収蔵場所：　サントリー美術館
番号：　漆 80
材料・技法：　芒、野菊、女郎花は金平蒔絵と金梨地で絵漆を使用されている。
但し、水面の梨地は絵漆を使われていないため、黒漆面に蒔く。針描は技法と
して使用されてない。

43		 東京国立博物館編	『日本古美術展』図録、東京国立博物館、1964 年
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コメント：　展覧会	カタログ : 蓋の各面に菊や薄の秋草を平蒔絵、絵梨地で表している。
また蓋甲面には上部に鶴を、下部の水辺に亀を表すが、これは吉祥模様としての蓬莱山
模様の影響の下にあると思われ、未だ中世的雰囲気を持った意匠である 44。

5
タイトル：　秋草蒔絵茶碗	・あきくさまきえ
ちゃわん
時代：　安土桃山時代
幅・奥行・高　口径：　10.5 ～ 10.9・高台径 5.5
～ 5.6・高 8.2
収蔵場所：　サントリー美術館
番号：　漆 52
材料・技法：　萩と芒、菊と芒、女郎花と藤
袴は絵梨地と平蒔絵で表現されている。
コメント：　展覧会	カタログ : 筒形で高台を
付けた漆塗の椀。側面には萩や菊・薄などの秋草を描き、小さな点の露を散らす。黒漆
塗の地に金平蒔絵・絵梨地・付描を主体にした、安土桃山時代に始まるいわゆる高台寺
蒔絵の作品である。片身替も交えた萩の葉の絵梨地が意匠に変化を与えている 45。
歌手・和歌：　置くとみし露もありけり儚くて消えにし人をなににたとへん
筒茶碗である。その時代は、蒔絵の茶碗は珍しく、陶器の茶碗が多く制作されている。

6
タイトル：	鈴虫蒔絵湯桶・すずむしまきえゆとう
時代：　	江戸時代
幅・奥行・高：	16.2・20.5・18.9
収蔵場所：	サントリー美術館
番号：	漆 114
材料・技法：	絵梨地 ( 羽 ) と平蒔絵で表している昆虫
は細かいディテールまで描かれており , 顎、目、翅脈

44		 東京国立博物館編	『日本古美術展』図録、東京国立博物館、1964 年
45		 『西洋の美・日本の華	ー	屏風・うるし・やきもの・南蛮美術・印象派・モダンアー』、サントリー美術館
2000 年
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それから露玉が表現されている	。
コメント：　展覧会	カタログ : 円筒形、蓋・注口・把手・山形把手支板・3 本の棒足の
ついた湯桶である。肩・尻を曲面に仕上げ、蓋にもわずか甲盛をつけている。そして径
に対して、あまり高くないことなど、全体としておとなしい柔らかい味を出している。
総体黒漆塗に全面に薄の群生を表し、その中で戯れる鈴虫を点在させる。技法は薄を付
描で、鈴虫は平蒔絵と絵梨地を併用し、翅脈を付描で表している。鈴虫の眼や口髭まできっ
ちりと描いており、非常に細かい神経の行届いた作域を示している。把手上面には南蛮
風唐草を表し、把手支板縁・注口口縁・鈕上面は沃懸地とする。基本的には高台寺蒔絵
の技法に沿っておりながら、絵梨地の地に朱漆を一切使わず、針描も用いていない。文
様構成も蒔絵の色調も知的な気のきいたものとなっており、江戸前期の洗練された感覚
をみてとれる 46。
歌手・和歌：　跡もなき庭の浅茅にむすぼほれ露のそこなる松虫の声・あともなききに
わのあさじにむすぶほれつゆのそこなるまつむしのこえ　　
鈴虫は古く松虫と呼ばれていた。	

7
タイトル：　桐紋芒蒔絵箪笥・きりもんすすきま
きえたんす
時代：　安土桃山時代
幅・奥行・高：　38.0・30.5・50.0
収蔵場所：　サントリー美術館
番号：　漆 62
材料・技法：　金平蒔絵、金絵梨地は赤い絵漆で
描かれている。絵漆を使用されてない絵梨地も見
える、特に桐紋の葉は赤い絵梨地、黒い絵梨地と
金平蒔絵で表現されている。平蒔絵の面には針描
で輪廓線を入れる。食害の表現はとても細かい梨
地粉は粗挽きのように蒔かれているので曇のよう
に見える。粒子の細かい梨地と丸粉は濃密に蒔いてある。オレンジがかってい
る金色で、下絵には絵漆を使われており、黒漆塗りは茶色のようにみえる。露玉は珍し
く大きく描かれている。裏面の蒔絵は良く残っている。

46		 サントリー創業 100 周年記念展 I	『くらしと美・饗宴のかたち』、サントリー美術館、1999 年 4 月
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歌手・和歌：　花芒まだ露ふかし穂にいでては詠めじと思ふ秋のきかりを・はなすずき
まだつゆふかしほにでてはながめじとおもふあきのきかりを
コメント：　展覧会	カタログ : 長方形、倹飩扉付きの箪笥で、脚は底板と共木で彫り出
している。また底板前面の部分、即ち小桐文を並べた部分は別木を貼りつけ、脚の補強
材としている。錠前、箱の四隅など要所には魚々子地に菊・桐文を表した金銅製金具を
打っている。内部には現在 4 本の桟木が打ってあり、4 ヶ所に桟木を打った跡があるので、
当初は棚仕立など何らかの造作がなされていたと考えられる。文様は四側面それぞれに
薄一株を対角線状に伸びやかな曲線を描いて配し、露玉と五・七の桐文を不規則に散ら
している。扉の薄は天板上へも伸びて同様の文様を描く。そして前述のように正面最下
部には横一列に桐文を並べている。総体黒漆塗とし、金平蒔絵、絵梨地と主として文様
を表す。絵梨地には精粗の 2 種があり、他にも朱地、黒地の 2 種を用い巧みに使い分け
ている。また葉脈などの細線には、針錨を用いている。文様構成、用いられた技法、桐
文にみるいわゆる文様の片身替法など、高台寺蒔絵の色彩変化と装飾効果の妙をみせる
好箇の例である 47。

8
タイトル：　海浜松桜蒔
絵硯箱・かいひんまつさ
くらまきえすずりばこ ; ー
合
時代：　安土桃山時代
幅・ 奥 行・ 高：　22.1・
24.3・5.2
収蔵場所：　サントリー
美術館
番号：　漆 6
材料・技法：　金平蒔絵、金梨地、針描が全体に使われている。州浜、	波間に	巻物を散らす。
コメント：　展覧会	カタログ : 長方形、被蓋造、総体黒漆塗の硯箱。蓋表は面取りを施し、
研出蒔絵で波間の州浜に生えている満開の花を付けた桜と松の景観を表す。画面上方に
は瑞雲をあしらい、波間に巻物を散らし、州浜には屋形や貝、千鳥等が見える。やや賑
やかな構図であるが、細部にまで入念な加飾が施されている。見込は中央に丸い水滴と

47		 サントリー創業 100 周年記念展 I	『くらしと美・饗宴のかたち』、サントリー美術館、1999 年 4 月
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硯を入れ込んだ下水板を置き、左右に桜の折枝を蒔絵した懸子を配している 48。

9	
タイトル：　菊蒔絵櫛箱・きくまきえ
くしばこ
時代：　安土桃山時代
幅・奥行・高：　14.3・17.0・10.3
収蔵場所：　サントリー美術館
番号：　漆 73
材料・技法：　平蒔絵、梨地、針描が
見られる。花柄一本に椈花が多く描か
れている場合には花柄が太めに表され
ている。露玉は葉の上に結ぶというよりも、間中に散るように描かれている。	
コメント：　展覧会	カタログ : 平蒔絵に絵梨地・針描をまじえたいわゆる高台
寺蒔絵様式のもので、菊を主にし、露を置いた薄などを描いている。また蓋甲に描かれ
た菊の根元に鎌倉時代以来の伝統的な表現である籬をめぐらしているのは興味深い 49。
歌手・和歌：　山人のをる袖にほふ菊の露打ちはらふにもちよはへぬべし・やまびとの
をるそでにほふきくのつゆうらはらふにもちよはへぬべし

10
タイトル：　秋草蒔絵楾・あきくさま
きえはんぞう
時代：　安土桃山時代
幅・ 奥 行・ 高：　20.3・26.4・ 底 径
12.3・20.6
収蔵場所：　サントリー美術館
番号：　漆 14
材料・技法：　菊、桔梗、龍胆、女郎花、
撫子、芒、萩は針描、金梨地、金平蒔
絵で表現されている。平蒔絵の金粉に茶色の漆が被せているように見える。

48		 サントリー創業 100 周年記念展 I	『くらしと美・饗宴のかたち』、サントリー美術館、1999 年 4 月
49		 東京国立博物館編	『日本古美術展』図録、東京国立博物館、1964 年
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コメント：　展覧会	カタログ : この楾は秋草蒔絵角盥 ( 漆 013・収 0004) と一具をなす
もので、洗面などに使うための水を入れた。ともに平安時代から記録にみえるようになり、
中世、近世を通じてほぼ同じ形のまま使われてきた。注口の座金には魚々子地に唐草を
表した金銅製金具をつけ、高台、口縁、蓋縁には金銅製の覆輪をつける。また蓋には菊
花形の金銅製座金に、やはり金銅製の擬宝珠形鈕をつけている。身側面と蓋表に菊、桔梗、
女郎花、撫子、薄、萩などの秋草を表す。技法は金平蒔絵、絵梨地が主体で、針描を併
用する。総体黒漆塗だが絵梨地には所々朱、黒漆を交互に使い変化をつけている。角盥
と楾がセットで伝わっていることは珍しく、貴重な作例である 50。
調査 1	　葉の上に小さな円い露玉が儚く結んでいる。

11
タイトル：　秋草蒔絵鏡台・あきくさまきえきょう
だい
時代：　安土桃山時代
幅・奥行・高：　28.0・26.6・61.7
収蔵場所：　サントリー美術館
番号：　漆 100
材料・技法：　菊、萩、りんどう、桔梗、女郎花、
藤袴が描かれている。平蒔絵、金梨地、針描の技法
が見える。
歌手・和歌：　秋の野の草ばおしなみおく露にぬれ
てや人尋ねゆくらん・あきのののくさばおしなみお
くつゆにぬれてやひとたずねゆくらん
コメント：　展覧会	カタログ : 化粧道具を入れる引
出しの上に鏡立てをつけ鏡をのせて使用する。いわ
ば鏡掛と手箱が合体した、典型的な近世の鏡台であ
る。引出しを 2 個納めた正方形の箱の天板に面板を
施し、2 つの柄穴をあけ、支えの副木を宛てて鏡掛を挿入する。各引出しには魚々
子地に五三の桐紋を表した金銅製引鐶金具をつける。鏡掛上部中央には円形に桐紋透彫
金具を嵌め、鏡の支えや最上部の両端の反転したところには魚々子地に唐草や菊唐草文
を表した金銅製覆輪を打つ。また柄の連結部にも反花文の台をつけ、魚々子地に菊唐草

50		 サントリー創業 100 周年記念展 I	『くらしと美・饗宴のかたち』、サントリー美術館、1999 年 4 月
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を表した金銅製覆輪をつける。	文様は台の天板、四側面いっぱいに土坡に咲き乱れる菊、
桔梗、萩、薄、女郎花などの秋草を描き霞を挿入する。台の四側面の文様は連続したも
のとして描かれ、対角する 2 つの隅からそれぞれ左右へむいて秋草が放たれるように描
かれている。	総体黒漆塗に、平蒔絵と絵梨地を主体とし針描を交えて様々な組合わせを
つくっている。また金・銀粉を混合して蒔いたり、消粉を蒔き、摺漆塗を施したりして
いる。	以上のような技法は秋草の表現様式と共に高台寺蒔絵の特色をよく示すものであ
る。ただ秋草の重たく煩瑣な配置、花弁、葉脈などの非常に細い描き方など、高台寺蒔
絵もかなり進展した後の作品と考えられる 51。
調査 1　正面は全面的に修理されている、平蒔絵文様が上描きされていて、日本画の雲・
景色屏風のような表現で表す。

12
タイトル：　菊萩蒔絵長文箱・き
くはぎまきえながふばこ	
時代：　安土桃山時代
幅・奥行・高：　7.5・38.7・7.5
収蔵場所：　サントリー美術館
番号：　漆 82
材料・技法：　総体黒漆塗に平蒔絵・
絵梨地を主体に、針描を交えて
描き、絵梨地の下地には朱漆を用いている。またわずかではあるが菊花
にも描割も用いられ蒔放しを多用している。	技法、秋草の表現様式ともに高台寺蒔絵の
特色をよく伝えるもので、この種のものの中では比較的初発性のあるものである。
コメント：　展覧会 : カタログ : 長方形・被蓋造・丸角の文箱で、蓋には甲盛があり、塵
居を設ける。蓋鬘に手掛を刳り、その身の部分両側に比較的大ぶりの魚々子地に五三の
桐紋を表した金銅製紐金具を打っている。蓋・身の口縁、塵居には沃懸地を施す。また
蓋口縁にはわずかに縁取りをつくっている。	文様は蓋表から蓋鬘にかけて連続して表さ
れ、一株の菊・萩を画面一杯に咲かせて描き薄を背景に配している 52。
調査 1	　類似・比較できるものは東京藝術大学大学美術館にある「菊桐文蒔絵膳』
金具 : 金めっきや青銅、桐紋、彫金
調査 2	　2007 年 12 月 5 日		目白文化財研究所・室瀬和美先生が修復で扱った間に調査
できた。木地 : 指物構想はノートに書かれてある。布着せは蓋のみの可能性もある。下地 :

51		 サントリー創業 100 周年記念展 I	『くらしと美・饗宴のかたち』、サントリー美術館、1999 年 4 月
52		 サントリー創業 100 周年記念展 I	『くらしと美・饗宴のかたち』、サントリー美術館、1999 年 4 月
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とのこ錆び。塗り:金泥塗りのようなところがあるが、昔の修理である。赤い塗りに透漆塗。
蒔絵 :置目無し、下絵。絵漆真っ赤、芸大にある菊桐文蒔絵膳の絵漆と似ている。弁柄ー朱、
オレンジがかっている。梨地のところでよく見られる。こすり落とした付け描きのとこ
ろでも同じ絵漆が見られる。平蒔絵 : 二種類。ねりふんのような物 (+ 付け描き ) と普通
の平蒔絵に針描。蒔放しは固めてある。丸粉。かなり粗い。粒子はそのまま目で見られる。
梨地 : 梨地粉は色々な号数が使われている。

13
タイトル：　菊芒蒔絵長文箱・きくす
すきまきえながふばこ	
時代：　安土桃山時代
幅・奥行・高：　6.7・23.5・6.3
収蔵場所：　サントリー美術館
番号：　漆 79
材料・技法：総体黒漆塗に平蒔絵・絵
梨地を主体に、針描を交えて描き、絵梨地の下地には弁柄漆を用いている。菊
花にも描割も用いられ蒔放しを多用している。
コメント：　展覧会 : カタログ : 蓋全面に菊と薄を大胆に表している。一見高台寺蒔絵様
式の秋草に似るが、ほとんど伝統的技法である薄肉高蒔絵で表されており、高台寺蒔絵
の先駆的様式を示す 53

５．2．ドイツ、ミュンスター	漆美術館
14
タイトル：　布袋蒔絵合子・ほていまきえごうす
時代	：　安土桃山時代～江戸時代	
高・直径：　4.8・11.8
収蔵場所	：　ドイツ、ミュンスター	漆美術館 ,	クァト・ヘル
ベルツ	コレクション
番号：　AS-J-b-91
材料・技法：　木地はヒノキである、木地は経年によりやや湾
曲し、木目は平蒔絵まで見えている。平蒔絵は平らに磨いてい

53		 東京国立博物館編	『日本古美術展』図録、東京国立博物館、1964 年
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ないので、金粉を蒔いてから固めたままに見える。	外の黒い漆塗りに平蒔絵技法で蓋表
に布袋と子供二人が平蒔絵技法で描かれている。	蓋と側面に芒と露が平蒔絵で表現され
た。小箱の中には黒い漆塗である。平蒔絵は付け描き、針描、蒔放しを含む、かなり茶
色の絵漆で描かれている、金粉は純金と青金が見える。
調査	　2007 年 9 月 12 日

15
タイトル：　朝顔竹垣根小鼓・あさがおたけがきまき
えこつづみ　
時代：　	安土桃山時代～江戸時代	
高・直径：　24.5・10 番号　1999 − 1
収蔵場所：　ドイツ ; ミュンスター漆美術館
番号：　1999 − 1
材料・技法：　胴は木材、黒漆塗、平蒔絵である。蒔放し、
黒付け、針描が技法として使用されている。絵漆で下
描き、付け描きをしていろ。練り粉のような塗り、特
に葉の先と他の絵梨地で表現されたところもある。元
の葉は黒付けで表されている。
コメント：		胴の中には能楽家「まさのぶ」の署名
調査	　2007 年 9 月 12 日

16
タイトル：　兎月蒔絵硯箱・と
げつまきえすずりばこ
時代：　江戸時代
幅・奥行・高：　17.0・28.0・5.1
収蔵場所：　ドイツ、ミュンス
ター	漆美術館
番号：		シーグフリード・ビン
グ	コレクション、2009 年に買増し
材料・技法：　兎を描いた部分で、木地は経年によりやや湾曲し、外の黒漆塗
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りは部分的に剥離している。高蒔絵、平蒔絵、針描、蒔放しの可能性がある。かな
り黄色い金粉で、純金と考えられる。箱の中は朱塗り・半月は鉛象嵌細工・薄貝螺鈿の
部分は木の幹のように見える。青貝 ( 鮑 ) の裏は長崎螺鈿細工と似ている。裏に接着材と
顔料・染料で木皮の質感を再現している。彩色の下は消し粉が蒔いてある。	置目は確認
できない。
中には硯、水差しが残されている。本阿弥光悦 (1558 ～ 1637) の作とされる MOA 美術
館の竹蒔絵硯箱によく似た作風で、大変興味深いと思われる。桃山時代まではさかのぼ
らない、恐らく江戸時代後期ころの作である。19 世紀の伏せ彩色・長崎螺鈿を連想させる。
調査	2007 年 9 月 12 日

５．3．ドイツ、「クラウス・F・ナウマン」コレクション
ベルリン東洋美術館所蔵品

17
タイトル：　枝菊蒔絵高杯・えだきくまきえたかづ
き
時代：　安土桃山時代
径・高：　	38.0・30.5
収蔵場所：　ドイツ、ベルリン東洋美術館、クラウス・
フリデリヒ・ナウマン	コレクション
番号：　N149
材料・技法：　梨地 (ダークレッド絵漆 )蒔放し、針描、
水の法は銀平蒔絵、青く	変色した。置目無し
コメント：　全体はヨーロッパのラッカーで上塗り
され、バルバラ・ピート・ボーガス氏が以前博物館
の展覧会のために特に足の上部を修復した。
調査 1	2007 年 9 月 14 日
調査 2	2008 年 3 月 13 日

５０

図 101

図 102



５１

図 105

図 104

図 103

18
タイトル　葡萄蒔絵手箱・ぶどうまきえてばこ
時代　安土桃山時代
幅・奥行・高　26.8・28.0・34.3
収蔵場所：ドイツ、ベルリン東洋美術館、クラウス・
フリデリヒ・ナウマン	
コレクション
番号：　N140
材料・技法：　描割、付描、針描が見られる。葡萄
の唐草ははっきり、細かく描かれている。	針描は
鋭く、松の梨地 ( 黒付け ) は平蒔絵の下にある。松
の葉は梨地の上に描かれている。
調査 1　2007 年 9 月 14 日
調査 2　	2008 年 3 月 13 日

19	
タイトル：　葛文蒔絵角赤手箱・くずもんまきえすみあかてばこ
時代：　安土桃山時代
幅・奥行・高：　18.8・21.8・16.5
収蔵場所：　ドイツ、ベルリン東洋美術館、クラ
ウス・フリデリヒ・ナウマン	コレクション
番号：　N150
材料・技法：　置目無し、かきわり、針描、付け描き、
梨地 ( 黒付け ) 蒔放し
コメント：　ヨーロッパのラッカーで上塗りし、
朱漆で後上描きされた。
調査 1　2007 年 9 月 14 日
調査 2　2008 年 3 月 13 日

20
タイトル：　桐紋蒔絵帽子箱・きりもんまきえぼうし
ばこ
時代	：　安土桃山時代
幅・奥行・高：　21.2・25.6・36.4
収蔵場所：　ドイツ、ベルリン東洋美術館、クラウス・
フリデリヒ・ナウマン	コレクション
番号：　N86
材料・技法：　針描、蒔放し、絵梨地 ( 赤い絵漆 )
コメント
調査 1　2007 年 9 月 14 日
調査 2　2008 年 3 月 13 日

21
タイトル：　枝乗桜蒔絵角赤手箱・しだれざ
くらすみあかてばこ
時代：　安土桃山時代
幅・奥行・高：　23.2・38.8・30.3
収蔵場所：　ドイツ、ベルリン東洋美術館、
クラウス・フリデリヒ・ナウマン	コレクショ
ン
番号：　N73
材料・技法：　針描、蒔放し、絵梨地 (黒漆の上に、
とても細かい )、下絵 ( 置目無し )、茶褐色の絵
漆 ( 平蒔絵 )、直接絵漆で下絵を描く、付け描き、
金梨地、とても細かい、赤い漆の上に黒呂色漆を塗られ
ている。
調査 1	　2007 年 9 月 14 日
調査 2	2008 年 3 月 13 日
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５．4．東京藝術大学大学美術館所蔵品

22
タイトル：　手板 ( 高台寺蒔絵模作 )
時代：　昭和 33 年 (1958)
幅・奥行：　9.1・15.6
収蔵場所：　東京藝術大学大学美
術館
番号：　漆工‐1175[10139]
作者：　六角大壌先生 (1913 ～
1973) 作
材料・技法：　金粉 : 青金、純金、
平極 ; 梨地粉 : 金
黒漆塗り、金梨地、金平蒔絵 ; 芒、
菊、楓、萩
コメント：　見た目は江戸時代に近い
調査 1　2006 年 5 月 1 日

23
タイトル：　竹虎蒔絵鼓胴・
たけとらまきえこどう
時代：　安土桃山時代
径・高：	 11.3・27.9
収蔵場所：　東京藝術大学大学美術館
番号：　漆工‐1054[9039]
材料・技法：　黒漆塗り、金梨地、金平蒔絵 ( 竹虎 )	
胴のみ
外は黒漆塗り、中はふき漆。竹の針描、虎の毛の付
描きは非常に細かい。鼓胴の曲面に描くのは難しい。
虎の斑は梨地漆で表す等の工夫が見られる。虫喰を
葉のところで表現している。虎の目は薄貝螺鈿で、
金箔・金粉で伏せ彩色を施し、螺鈿の上に平蒔絵で
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瞼を描いている。片方の目が欠けている。置目は
確認できない。下絵は絵漆で直接描かれている。
金粉 : 葉は蒔き詰めに細かな針描と薄蒔きの梨地
に付け描きの２種類の表現がみられる。葉の表面
は裏面より金粉の粒子が粗い。蒔放しや固めた後
には磨いていないと思われる。

24
タイトル：　柳に鳥図蒔絵琵琶箱・やなぎにとりずまきえびわばこ
時代：　安土桃山時代～江戸時代
幅・奥行・高：　38.2・97.4・29.3
収蔵場所：　東京藝術大学大学美術館
番号：　漆工‐1082[9038]
材料・技法：　黒漆塗り、金梨地、平蒔絵 ( 柳に鳥 )
図様が優れている。絵漆で下絵の線を確認したが、置目は見えなかった。絵漆で平蒔絵
に針描、金梨地は黒い漆に蒔いてある面が存在する。絵漆は使用されてない。
コメント：　室町時代までの漆芸品は塗面に断文（クラック）が出やすい。重さのある
丸粉は漆の中に沈み、軽い梨地粉は表面に付着するだけなので、後に梨地粉は剥離し易い。
絵漆を使った場合は顔料の弁柄が漆の膜をさらに詰めて固めるので、劣化しにくくなる。
土坡の梨地面
は弁柄を黒漆
と 混 ぜ た 紅
色、茶色に近
い漆を使って
いる。
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25
タイトル：　菊桐文蒔絵膳・きくきりもんまきえぜん
時代：　安土桃山時代
幅・ 奥 行・ 高：　45.0・44.0・
24.0
収蔵場所：　東京藝術大学大学美
術館
番号：　漆工‐997[8974]
材料・技法：　木地に錆下地。下
塗りは側面のみ赤漆塗り、中塗り
は生漆に油煙を混ぜた黒い漆で、
上塗りは透漆塗であろう。内側面
に朱漆塗り、あるいは朱漆と弁柄
漆を混ぜたと思われる。外の全面に菊花、桐紋を金梨地と金平蒔絵で描く。菊花を描く
際のコンパス跡 ( 針の跡が残っている ) が見られる。置目は無し、絵漆で直接下絵を描い
ている。梨地は赤付けで表現された。

26
タイトル：　獅子蒔絵小形胡・
ししまきえこがたこ
時代：　室町時代～江戸時代
幅・奥行・高：　7.9・3.7・10.3
収蔵場所：　東京藝術大学大学美術館
番号：　漆工‐1028	[9073]；1930-7-1 買入
材料・技法：　金属製の矢筒に均斉のとれてない穴
があけてあり、潤塗り ( うるみぬり )、或は呂色漆
塗り仕上げに正面と側面にかなり粗い金粉を使用さ
れた金平蒔絵である。正面に山犬がお互いを向いて
いる。左と右側面には矢車菊 ( ヤグルマギク ) が描
かれている。矢筒に合わせて	矢車菊を模様として
選ばれたと考えられる。
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27　　　　　　　　
タイトル：　秋草蝶蒔絵料紙箱・あきくさちょうまきえりょうしばこ
時代：　安土桃山時代～江戸時
代
幅・ 奥 行・ 高：　32.3・41.4・
16.3
収蔵場所：　東京藝術大学大学
美術館
番 号：　 漆 工‐960[8963]；
1914-4-27 買入

材料・技法：　箱は黒漆塗。蒔
絵は置目をせず絵漆で直接下絵
を描き金梨地、金平蒔絵で秋草、蝶、土坡を表現している。部分的に針描、
付け描きが見られる。蒔絵は蒔放しの経年によると思われる粉の剥落が見ら
れる。
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　金粉は平極粉のように細かく、梨地粉は青金
の可能性がある。蒔絵の描線は顔料（弁柄）の少ない下絵が使われている。蒔絵は粉固
めを施しているが表面を磨いていない可能性がある。
文様：　秋草（菊、芒、楓、萩、葛）、蝶、土坡

調査 1	　2006 年 5 月 1 日
　蒔絵の厚み : 薄い、赤はあまり見えない。製作工程では先ず平極粉で平蒔絵をしてか
ら梨地粉を蒔いて仕上げた可能性がある。左下の土坡には草薮が描かれている草花と芒
は右上の方に延び、その隣に蝶々が描かれている。蓋表の蒔絵は多めである。意匠は殆
ど消えうせたが光を与えて、角度を変えると元々描かれた箇所をあとづけられる。だが、
物理的に完全に消え深い傷が付いている所も存在する。縁には引錆が付けられてあるが、
金具は残されていない。	

調査 2	　2006 年 6 月 19 日～ 2006 年 6 月 23 日	
　筆者の眼と感覚を頼りに以下の方法で図面を仕上げた。先ず「秋草蝶蒔絵料紙箱」の
蓋を布張りをされた台に乗せた。その上にプレキシグラス表面の車台を移動させ、車を
安全のためにブレーキで止めた。プレキシグラス板の反射が強かったため 10x20 センチ
の穴を空けていた。この空けたスペー
スの上に透明なホイルを貼付けた。出
来る限り蓋表に残った平蒔絵図案を写
したが、料紙箱の蓋とプレキシグラス
板の間には隙間を空けなければならな
かったので、プレキシグラス板の厚み
も含めて 7 ミリの隔たりができた。透
明なホイルが反射したため、下の蓋表
の平蒔絵図案の反射が薄くなったり切
れたりしたので、ホイルをとって、目
で見て、ホイルを貼付けて図案を描き
続けた。しかし、この方法では集中力も、
技術的な実力も必要であった。出来上
がった図面は不満点が多過ぎたため新
しい方法を考え始めた。
調 査 3			2007 年 6 月 7 日 ～ 2007 年 6
月 13 日

「秋草蝶蒔絵料紙
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箱」を研究室に借りて、写真撮影を行っ
た。編集した図面の結果は右側にあ
る。	 調査 4	　2007 年 10 月 10 日
　室瀬和美先生による観察	
布着せは蓋の全面でない可能性が高
い。箱角の漆塗膜の剥落箇所に布貼り
は見られない。	下地には安土桃山期
に多く見られる地之粉を粗い物から順
に細かい物を重ね、錆地を付け、生漆
に炭や油煙を混ぜて下中塗りを行い、
上塗りに素黒目漆を塗った。蒔絵は置
目をせず絵漆で直接文様を描いた。菊
の梨地には赤漆の下付け、土坡の梨地
には黒漆の下付け梨地粉を淡く蒔き、
輪廓線に沿って内側に丸粉で暈すよう
に蒔き込んでいた。室瀬先生の意見で
は、「蒔放し」という技法は粉固めを
しても磨き工程を行わない。南蛮漆器の櫃の一部にこの「蒔放し」技法が見
られる。殆んどの高台寺蒔絵の場合は蒔絵粉が固めてはあるけれども磨いて
はいない。本品の蒔絵は粉固めを施した上に磨きの工程を施したと思われる。磨いてい
ない蒔絵の場合は粒子一個一個がもっとはっきり見られる。	丸粉、梨地粉或は平目粉に
近い梨地粉を使用している。梨地には色漆で塗り込みをし磨いて付け描きした可能性が
ある。
　金粉 2 種類、梨地と丸粉を確認できた。高台寺蒔絵の場合は多く塗り立ての表面に蒔
絵工程が見られる。付け描きの弁柄はかなり黒みがかっている。箱側面の蒔絵に使用さ
れた絵漆の弁柄量は少ないようである。蓋表と側面に使用された絵漆の顔料は色・量が
同じでない可能性もある。絵漆の一部を焼漆にして爪盤で混ぜると堅牢な絵漆になる。	
再現制作に際して使用する蒔絵粉は現在入手可能な平目粉の薄い物か、梨地粉の厚い物
で代用するのが良いと室瀬先生は考えている。平目粉と梨地粉の中間の厚みと形状を持っ
た粉であろう。	安土桃山時代には丸粉の粒子の号数は現在に比べ細かく分かれていない。
例えるなら現在の大き粒子と小さい粒子の粉、号数で言えば 1 号と 2 号を混ぜて使う必
要がある。梨地粉は江戸時代になるともっと細かくなるため	梨地粉 2 号を中心に 1 号、
3 号を少量混ぜ使用する。
本品は高台寺蒔絵初期の良い資料であると思われる。	
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料紙箱の蓋内側は明治時代頃の修理で塗り直されていた。布着せは無く、黒色地ノ粉の
下地がオリジナルで、後補の砥粉錆下地は白く見える。19 世紀頃から砥粉錆下地が使用
されている。
　損傷の状況	について。紫外線の劣化が見られる。漆塗膜に細かいひびが綱目状に入っ
ている。これは400年間前に仕上げた作品の特徴であろう。紫外線に晒された漆器の劣化・
磨耗は通常の 10 倍位早くなる。普段使いした物と良い環境に保管された物との劣化の進
行状態はかなり異なる。日常の使用で蓋表の埃を拭ううちに蒔絵が摩滅したと考えられ
る。粉固めてあったとしても、漆塗膜は弱いので、紫外線を与えた可能性と含めて劣化
を追調査する必要があることが分った。

調査 5	　2008 年 1 月 25 日
　東京文化財研究所で松島朝秀氏と三浦
定俊先生の協力によるイメージングプ
レートを使用したⅩ線写真撮影、紫外線
による調査。
蓋の木地は檜である、板が大きいためパ
ネル二枚接着剤であわせて、その上には
40 メッシュの布着せを行ったので、他に
は刻苧で深い穴を埋められた様である。
Ⅹ線の撮影はとても細かい所まで結果を
出したが、蒔絵に対して新たな知見はな
い。撮影情報：２０ｋ V、３ｍ A、1 分、
150 センチ（図 101）。

調査 6　2008 年 7 月 11 日～ 22 日
　今まで編集して仕上げた図面を確認し、
金粉の調査を行った光沢リフレクトスペクト
ログラフィー分析（BYK	Gardner	スペクト
ロ - ガイド	sphere	gloss）、ポータブル蛍光Ⅹ線分析、デジタルマイクロスコー
プによる撮影（Keyence	VHX-500F)。山下好彦先生に調査協力をして頂いた。
蓋表の赤付け絵梨地と土坡の部分は、山下先生の考えでは上塗りの前に行った可能性が
ある。上塗りしてから蓋表を研ぎ出し、金平蒔絵と黒付け絵梨地を描いたと考えられる。
他の論文で発表された練描きの技法は使用されてない。練描に見えたものは練描でなく、
劣化による露出だと思われる。それから北野信彦先生にも見ていただき、次のコメント
をいただいた。
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　「金蒔絵粉の分析値で砒素（As) がいくつかの部分で検出されている点です。おそらく
石黄（As2S3) が下絵漆に使用されていたのか、金蒔絵粉と同時に石黄粉をもちいたのか
いずれかであろうと思います。私のこれまでの研究では、天然鉱物である石黄の粉は、
江戸時代前期頃の１７世紀代のみに東南アジア交易で日本に入ってきた材料で、１８世
紀以降にはほとんど使用されなくなり、19 世紀代に人造顔料として緑色漆の材料として
登場します。この点は、私の著書である『近世漆器の産業技術と構造（雄山閣）」にも触
れています。その点を考慮に入れると、この漆器の年代も、近世初頭期よりは少しおく
れる１７世紀中期ころが妥当かもしれません。もちろん、分析した部分のみ蒔絵加飾の
手を後から加えたと考
えずに、あくまでもす
べてオリジナルと考え
た場合です。」
　筆者の考えでは、桃
山時代から江戸時代の
間に制作されたと思わ
れる。この作品が修理
を経ていないオリジナ
ルであるならば、デッ
サンを描いた蒔絵師は
蓋表の下絵（輪郭線）
と面的な赤付け絵梨
地、そして側面にも同
じ輪郭線を仕上げ、塗
師が次に全体的に上塗
りを行って、又蒔絵師
が残りの梨地・平蒔絵
を行ったと考えられな
くはない。蓋表を見な
がら全体の平蒔絵を仕
上げることは仕事を分
けようとしたら理想的である。蓋の上塗りは外側を見ると、一回で行われた。
　桐野文良先生と	木島隆康先生	のご協力をいただき、ポータブル蛍光Ⅹ線分
析を行い、その結果を	光沢リフレクトスペクトログラフィー分析で確認した。純金粉が使用さ
れている。粒子の大きさは山下先生のテストピースをデジタルマイクロスコープで分析して料
紙箱の分析写真と比較しながら判断した。
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　図面の編集は蓋表の全体写真をベースにして、編集した絵を組み合わせてつなげた。仕
上げたものを透明なフォイルにコピーし、「秋草長蒔絵料紙箱」の蓋表にプレクシーグラスの
上に置いて確認した。但し、全体撮影はレンズのためにゆがんでいるので、次からフォイル
を切って、部分をもう一度「秋草長蒔絵料紙箱」の上に組み合わせた。貼り付けたものをスキャ
ンして、この上にまたパソコンで編集を行った。

５．5．東京国立博物館所蔵品

28
タイトル：　	草花蒔絵葛籠文庫・そうかまきえつづらぶんこ
時代	：　安土桃山時代	
幅・奥行・高：　21.1・25.7・10.4
収蔵場所：　	東京国立博物館
番号：	　454
材料・技法：	　樹皮の繊維を編んだものを竹
を編んで作った胎の上に張り込んでいると考
えられる。蓋身の合口に曲げ木を巻いてい
る。	表面は籃胎漆器の技法に似ている。葛
に直接漆を塗り固め、金箔を貼り、縁には
銀平蒔絵で吉祥紋、中に金蒔絵で四菱紋を
描く。文庫内は錆下地を付け黒漆塗りに薄
い金平蒔絵で秋草を描かれている。金粉が
細かいので平極粉を使用した可能性があ
る。葉脈を針描で表現する。黒呂色漆は茶
色に褪色しており。普段は袋に入れていた様に見え、そのため表面の金箔、蒔絵粉が著
しく摩滅している。文庫の中面は胎の変形によると思われる塗膜の割れが見られる。文
庫外と中の蒔絵に使われた金、銀粉はかなり劣化している。
内面の秋草模様は草花、露、葉には虫喰跡も表現されている。	
調査　2007 年 8 月 3 日
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29
タイトル：	秋草蒔絵文庫・あきくさまきえぶんこ
( 旧資料では萩薄蒔絵文庫 )
時代：	安土桃山時代
幅・奥行・高	：31.8・41.7・14.0
収蔵場所	：東京国立博物館
番号	：漆	483
材料・技法	：木胎。箱外のみ布着せを施す。秋草を平蒔絵、
梨地、付け描き ( 葉 ) 針描を用い表現する。やや純度の低い
金粉を使用しているためくすんでいる。秋草は萩と芒、葛。
	奥行き感を出すために蒔絵の層を重ねている。まず、芒の
柄を描いてから萩、葛の葉と花を描き込んで、葉の上に花が
重なる部分に花の上に葉が重なる部分が存在し、奥行きが作
り出され、そしておそらくは空いた部分を埋めるため、制作
途中に後から菊や葉や芒の柄を加えたのだと思われる。蒔絵では一つ一つの
葉は現実の萩よりも大きく強調されて描かれている。
東京藝術大学の「秋草蝶蒔絵料紙箱」よりデザインが新しいと考えられる。
調査	2007 年 8 月 3 日

30
タイトル：	秋草蒔絵見台・あきくさまきえけ
んだい
幅・奥行・高：	43.0・29.5・56.0
時代：	安土桃山時代～江戸時代
収蔵場所：	東京国立博物館
番号	：H	4279
材料・技法：	漆塗りは弁柄に黒呂色に木地呂
漆を混ぜている可能性がある。菊花、菊葉、
桐葉、金・青金平蒔絵 ( 丸粉 )、金絵梨地 ( 梨
地粉 ) に付け描きと針描が見られる。青金現
状では含まれる銀が硫化してくす
んでいる。文様は菊、薄、萩、桔
梗の秋草に 57 の桐紋を配する。桐
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の小さい花。菊は先ず茎を描いてから葉、花、それ
から裏になった花を描き込み、最後に付け描きの線
をひく。菊花や桐紋は、中心に針穴があり、「文回し」
を使って円形の下図を描いていたと思われる。脚台
部の各面はそれぞれ違う植物を描いている。表面に
埃や汚れが付着し、カビが見られる。
盤面には磨滅した菊花を金消し粉で上描き補修し
ていた。
調査	　2007 年 8 月 3 日

5.6．個人蔵

31
タイトル：　	蝶蒔絵焚殻入	・ちょうまきえ
たきがらいれ
時代：　	安土桃山時代
径・高：　8.4・9.0
収蔵場所	：　フローニ・フリデリケ・カウチ
番号：　	漆	1
材料・技法：　	梨地、平蒔絵
調査　	2004 年 7 月
東京文化財研究所にてⅩ線撮影の結果 :
紙の糸を巻いて形が出来上がっている。地
の粉錆下地に黒い塗、呂色漆、外は研ぎ出しの梨地に
平蒔絵で蝶が蓋に三匹と側面に六匹と、入り乱れ飛ん
でいる。それぞれ形と大きさが異なる。置き目なし、
下絵は直接絵漆で描いてから平蒔絵してある。丸粉を
蒔いて貼り描きした後には固めをほどこし、羽を部分
的に磨いて仕上げた所、磨いてない所も見られた。磨
いていない所には磨いた所よりも劣化が見られた。そ
こは絵漆が良く見える。蓋の蝶は絵漆が使用されなかったため、殆どなくなっている。
ひびがはいっている所は以前修理された跡がある。
サントリー美術館収蔵である、「松橘蒔絵焚殻入」（室町時代、蓋径 6.3　胴径 7.8　高）
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と比較すれば、室町時代、桃山時代から江戸時代の変化が見えると思う。

５．７.	高台寺掌美術館所蔵品

32
タイトル：　秋草蒔絵歌書箪笥・あきくさまきえかしょたんす［重要文化財］	　
時代：　	安土桃山時代
幅・奥行・高	：22.0　ｘ 31.5　ｘ 38.0
収蔵場所	：　高台寺
番号：　	不明

材料・技法：　
刻苧、布着せ、下地（薄い）、塗り、呂色仕上げ（全体的に茶色く変色）、金平蒔絵、金
絵梨地（黒付け）、針描、付描、描割。
　針描について
金平蒔絵の針描を使用したところは磨いてある。針描はとても細い。
　付描について
付描のところは磨いていないけれど、固めてある。
　絵漆について
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絵漆には弁柄が使われたが、紫がかった色である。
　金絵梨地について
金絵梨地の上に秀呂目漆で金梨地粉を蒔いたものを部分的に上塗りして絵梨地の部分を
磨いてある。次に平蒔絵を描いて針描した後に金粉を固めてから付描をして、付描した
部分だけもう一度金粉を固めた後に、平蒔絵を全体的に磨いてある。
　本来の絵梨地の色について
劣化が少ない中箱の絵梨地は厚い漆の層で覆われているせいか、金粉粒子は沈んでいて
オレンジがかった色ある。一方、外気に露出している外箱の絵梨地は、薄いオレンジ色
というよりも、金色に近く、さらに金粉粒子が一個一個確認できる。
　塗りの順番について
秀呂目漆の上塗りはあまり磨いていなくて、少しはみ出ている部分が輪郭線の周りにあ
ることが示すように、呂色仕上げの上に絵梨地が描かれ、さらにその上に平蒔絵が描か
れたことが分る。
　付描と針描による平蒔絵の違いについて
黄色く見える平蒔絵は、金粉を固め、ほとんど磨かず付描きしたものである。絵梨地の
隣に白く見える平蒔絵は、よく磨かれた上に針描されたものである。
　最後には茎や笹、薄を描かれている。
コメント：「五段重、１０個の引出しを納めた歌書箪笥で、天板に提金具を付し、これをすっ
ぽりと被う蓋を有する。蓋、身、引出しにはすべて秋草の蒔絵が施され、高台寺蒔絵を象
徴する調度といえる遺品である。総体黒漆塗にし、蒔絵が施されているが、具体的に秋草
蒔絵の配置を述べると蓋天板は「土坡に菊と笹」、正面からかけて、「土かけて、「土かけて、

「土かけて、「土右側面に波に菊、萩、薄と露、女郎花、芙蓉、桔梗」、左側面から背面
にかけて「土坡に下草、薔薇、薄、女郎花、菊、桔梗、笹」、身の天板は「土坡に菊、萩、
女郎花、薄、笹」、右側面は「水辺に薄、萩、女郎花、鉄線」、背面から左側面にかけて「土
坡に菊、薄、笹、桔梗」を配している。また引出しは、引金具のついた正面、普段には
見えぬ側面にもそれぞれ蒔絵が施されている。正面１０個には「菊に笹」「薄に朝顔」「土
坡に薄」「鉄線」「土坡に菊」「萩に薄」「芙蓉に薄」「桔梗に薄、撫子、笹」「菊に薄、笹」

「萩に薄」で、引出し２側面は「菊」「萩に薄、笹」「鉄線に笹」「土坡に萩、薄」「菊」「桔
梗と女郎花、薄、笹」「薔薇」「菊に薄」「土坡に菊」「菊に薄、笹」「芙蓉に薄」「粟」「土
坡に薄」「萩に薄」の組合わせである。まさに秋草一色に装飾されている。この華麗な箪笥
は、高台寺伝来で、高台院遺愛の調度の一つであったものである」54。
田川真千子氏による、引出しの順番が不明である。
調査　2008 年 8 月25日

54		 吉村元雄・	灰野昭郎（著）『高台寺蒔絵ー漆黒と黄金の日本美ー』講談社、1981 年 11 月	
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６．　再現製作の力

　本稿の締めくくりに、これまでの再現模造制作の経験やヨーロッパと日本の異文化体験をつ
うじて考えた「再現制作の力」について述べたい。

6.1.　３次元CGにおける時間の再現

	今回の研究で制作を試みた３次元CGは、モノと同じように目で知覚するものであるが、実在
するものではなくデータと光でできている。また、これは科学的な実証だけではなく、視覚的
な喜びをも与えてくれる。現実の世界で「秋草蝶蒔絵料紙箱」を再現したモノを見せるには、
展示の場所や時間といった様々な制約がある。だが、３次元CGによる再現制作作品では、　

「秋草蝶蒔絵料紙箱」が経た約400年の時間を一瞬で巻き戻して見せることができる。
　時間の流れは、人間の知覚が簡単には及ばないところにあるが、芸術においては	非常に	極
めて重要な要素である。例えば、ロダンは動くモデルの写真を撮っても、写真の中で静止した
形ではなく、動きの形の流れを彫刻作品で表現した。こうしてロダンの彫刻作品には、物質的
な三次元の形に加えて、時間の次元が含まれている。今までの再現制作は、確かに物質的な
側面では大きな成果を挙げてきた。しかし、どうしても物質的な次元で完結してしまい、ロダン
が求めたような時間の次元を再現することはできなかった。
　「秋草蝶蒔絵料紙箱」の３次元CGによる再現においての狙いは、まさに時間の次元におけ
る再現である。もちろん筆者は、モノの再現制作においても400年の時間を表現するつもりであ
った。だが、実物と再現作品を列べて展示するようなことは容易ではない。解決策を考えてい
たときに、平等院の宝物館で見て感動した３次元CGの再現が参考になった。その３次元CG
では、創建された1052年から現代までの大きな距離を感覚的にも理解することが出来たの
だ。	
　技術の進歩のなかで、視覚メディアのあり方は常に発展してきた。19世紀末、視覚メディア
は、写真から映画へと時間の流れを含むことができるようになった。20世紀末、視覚メディア
は、インターネットのなかでコミュニケーションを含むようになったといえるだろう。現在、インタ
ーネットをつうじて多くの人々がいつでもお互いコンタクトとることができる。３次元CGによる
再現制作は、インターネットの時代のなかで、無数の人々に向けて見せることが可能になるだ
ろう。それは、写真や言葉よりも雄弁に、桃山時代当時の人物の世界、生き方、文化、といった
ものまで、想像させることができるのではないだろうか。	
　もうひとつ３次元CGによる再現制作で考えたのは、保存の問題である。実物を守るために
良い方法は所蔵場所、存在を隠すことであろう。実物の所在が明らかになることでかえって危
険な場合もある。例えば、イラク戦争時の米国では、イラクの文化財を守るために重要な文化
財の所在リストを制作したところ、空港で米国人ジャーナリストの荷物からリストの文化財が発
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見されてしまう事件が起きた。こうした事件が繰り返されるたびに、いつかは文化財の保存方
法を考え直すべきだとも思われる。極端なアイディアかもしれないが、実物の所蔵場所を隠し
て、インターネットだけで３次元CGなどの再現作品を見せるというケースも有り得るだろう。
　もちろん言うまでもなく、３次元CGによる再現は、モノによる再現には遠く及ばないところが
多い。だがそれでも、インターネットをとおして人間の感覚を延長することが可能となるはずで
あり、ひとつの新しい道具として決して無視できないということを述べたいのである。さらに、３
次元CGによる再現は、重要な文化財を守るための現実と将来をグローバル的な角度から考え
る手だてのひとつとなるはずである。

6.2.　蒔絵の再現制作の結果	

　モノとしての蒔絵の再現制作で考えたことをまとめてみたい。「秋草蝶蒔絵料紙箱」蓋面の
意匠を再現するための試みは既に述べたとおりであるが、目視によるものと、科学的分析を援
用したものと、見えてきた意匠が大分違ったことが印象的であった。確かに科学的な分析をか
けても、新しい知見を得られない場合もあった。それでも、目視に頼る光学的な方法だけでは、
焦点距離のズレといった不満点がどうしても残ってしまう。眼鏡やマイクロスコープなどの道具
では感覚の延長が出来た。さらに、X線撮影では作品の中まで見えるようになった。また、デジ
タルカメラで撮影結果をすぐに見られるようになって、スピードアップしただけでなく、そのまま
パソコンで編集まで出来てしまう。CTでは二次元から三次元に広がる調査が出来る。
　これらの科学的な調査道具によって今までにない結果を出せるようになった。もちろん、３
次元CGよりも実物に近い寸法と材料で再現を行うことができる。しかしながら、一般的には、
実物と同じ材料が手に入らない場合もある。それに例えば、実物があまりにも大規模であり物
質的に復元・再現する予算がない場合は、物質的な再現よりも三次元のアニメーションで復元・
再現制作を行うことが望ましい場合もあるだろう。	
　物質的な再現制作では、実物の元々の状態を想像しながら仕上げるので、技術の側面から
評価されることが多い。だが、再現制作は、単なる技術で終わってしまったら、実物と比較した
ときにどのような意味を持ちうるだろうか。再現制作は、美術品としては、実物よりも一級劣っ
たものとして捉えられてしまう可能性がある。
　物質的な再現制作は、四次元の将来へどのように展開させることが出来るか考える必要が
ある。物質的な再現だけでは、作品の周囲にあった制作当時の世界までは再現できない。従っ
て、図、文字、映像といった別のメディアで情報を補完する必要がある。このためには、学際的
な姿勢が求められるだろう。	

　結局のところ、そうした様々な欠点を持ちながらも、再現制作はポジティブなことである。オリ
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ジナルを立体的に復元・再現した結果できる作品は、昔の時代をできる限りそのまま反映しし
ているため、メディアや資料として価値がある。制作の過程に莫大なコストがかかっても、オリ
ジナルよりも長く生きる可能性があるから、人間が生き方をさらに変えながら現代に合わせるこ
とと同じように、復元・再現したほうが良い。また、古い作品はしばしば現代にない美術表現を
持っているので、復元や再現によって現代の表現までもが多角的に広がりうる。加えて、昔の
創作過程を想像することは、現代とまったくパラレルなタイムラインで考えることにもつながる
だろう。

6.3.	再現制作による保存とメディアの新しい関係

　　IT革命以前
　印刷メディアの登場により、複製が大量につくられるようになった。ときには版画などコピー自
体が評価されることもあったが、人々はオリジナルとは、	はっきり一線を画するものとして、こう
した複製されたメディアを楽しんできた。オリジナルはコピーよりも大事にされたこともあり、オ
リジナルを残すためにコピーをとったこともあった。

　　IT革命
　しかし、IT革命によって20世紀末に登場したデジタル・メディアは、それ以前のメディアとは
少なからず事情が異なっている。
　デジタル・メディアは複製による画像の劣化がなく、印刷されたポスター以上に大量のオリジ
ナル作品を生み出すのだ。1946年にアメリカで世界初のコンピュータ「エニアック：ENIAC」が
誕生した。その後まもなくして、コンピュータを絵の具や筆と同じようなツールとしたコンピュー
タ・アートが登場した。
　今日ではメディア・アート、ハイパー・アート、サイバー・アート、エレクトロニック・アート、ゲー
ム・アート、デジタル・アートなど、デジタル・メディアによる聞き慣れない新しい名称の芸術のジ
ャンルが次々と現れ、その度に話題をよんでいる。しかしこれらの新しい芸術表現は、全てデジ
タルな数直の集合で構成されているため、それがオリジナルであるのか、コピーであるのかが
意味をなさないばかりか、インターネットによって瞬時に、しかも同時に世界各地からその画像
や音声にアクセスできるのである。
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図 132
Alexander	McQueen の 2006・07 年秋冬ファションショーで、Kate	Moss がホロ

グラムとして現れる
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真撮影：©Vroni	Friederike	Kautzsch、2008年
図15　「秋草蝶蒔絵料紙箱」部分　弁柄・丸粉・梨地粉、デジタルマイクロスコープ写真（100
倍の拡大）、写真撮影：©Vroni	Friederike	Kautzsch、2008年
図16　石黄、写真撮影：　©Vroni	Friederike	Kautzsch、2008年、使用ソフト：フォトショップ
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図17　「秋草蝶蒔絵料紙箱」分析箇所図案、©Vroni	Friederike	Kautzsch、2008年、使用ソ
フト：エクセル、フォトショップ、イラストレーター、写真撮影：	©Yoshino	Hiroyuki
図18	　「秋草蝶蒔絵料紙箱」分光反射率分析結果、©桐野文良及び東京芸術大学文化財保
存科学研究室、使用ソフト：エクセル
図19　「秋草蝶蒔絵料紙箱」分光反射率分析結果、©桐野文良及び東京芸術大学文化財保
存科学研究室、使用ソフト：エクセル
図20　「秋草蝶蒔絵料紙箱」携帯型蛍光X線分析結果、©Vroni	Friederike	Kautzsch、2008
年、使用ソフト：エクセル、フォトショップ、イラストレーター　
図21　「秋草蝶蒔絵料紙箱」蓋表、デジタルマイクロスコープ分析箇所図案、©Vroni	Frieder-
ike	Kautzsch、2008年、使用ソフト：フォトショップ、イラストレーター、写真撮影：©Yoshino	
Hiroyuki
図22～41　「秋草蝶蒔絵料紙箱」デジタルマイクロスコープ分析写真（100倍の拡大）、３D表
面写真撮影：©Vroni	Friederike	Kautzsch、2008年
図42～43　「秋草蝶蒔絵料紙箱」デジタルマイクロスコープ分析写真（100倍の拡大）、３D表
面写真撮影：©Vroni	Friederike	Kautzsch、2008年
図44～45　写真撮影：山本浩二、2008年
図46「秋草蝶蒔絵料紙箱」図面、©Vroni	Friederike	Kautzsch、2006年、使用ソフト：イラスト
レーター
図47　	「秋草蝶蒔絵料紙箱」	、デジタルマイクロスコープの1000倍拡大写真、	©Vroni	Frie-
derike	Kautzsch、	使用ソフト：イラストレーター
図48～54　「秋草蝶蒔絵料紙箱」のデジタル写真、写真撮影：	Yoshino	Hiroyuki
図55　	「秋草蝶蒔絵料紙箱」の図案、	©Vroni	Friederike	Kautzsch、	使用ソフト：フォトショ
ップ、イラストレーター
図56　「秋草蝶蒔絵料紙箱」図面、©Vroni	Friederike	Kautzsch	、2008年8月29日、使用ソ
フト：イラストレーター
図57　「秋草蝶蒔絵料紙箱」三次元再現製作のイメージ、©Vroni	Friederike	Kautzsch、
2007年、使用ソフト：イラストレーター、シェード
図58　「秋草蝶蒔絵料紙箱」木地の再現制作図案、©Vroni	Friederike	Kautzsch	、2008
年、使用ソフト：イラストレーター
図59　「秋草蝶蒔絵料紙箱」Ⅹ線写真を」使用した布調査、©Vroni	Friederike	Kautzsch	
、2008年、使用ソフト：イラストレーター、Ⅹ線写真：©東京文化財研究所、撮影情報：２０ｋV、
３ｍA、1分、150センチ、写真撮影：松島朝秀、2008年
図60	　再現制作パネル、木地、山本葉弥志作、写真撮影：©Vroni	Friederike	
Kautzsch、2008年
図61　再現制作パネル、布着せ、写真撮影：©Vroni	Friederike	Kautzsch、2008年
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図62、63　再現制作パネル、地之粉下地、写真撮影：©Vroni	Friederike	Kautzsch、2008年
図64、65　再現制作パネル、下塗り、上塗り、写真撮影：©Vroni	Friederike	Kautzsch、2008
年
図66　「職人尽絵屏風」、星野山無量寿喜多院	、『喜多院・職人尽絵屏風』、（株）東版、1979
年２月28日、18-1図
図67　金沢の吉井商店の純金粉サンプル手板、山下好彦作、写真撮影：©Vroni	Friederike	
Kautzsch、2008年
図68～73　写真撮影：©増村紀一郎
図74～77　写真撮影：©増村紀一郎、編集：©Vroni	Friederike	Kautzsch、2008年、使用ソフ
ト：フォトショップ、イラストレーター
図78～84　	「秋草蝶蒔絵料紙箱」の再現制作写真、	©Vroni	Friederike	Kautzsch	、2008
年、	使用ソフト：フォトショップ
図85～97　写真：©サントリー美術館、http://www.suntory.co.jp/sma/、編集：Vroni	Frieder-
ike	Kautzsch、2008年、使用ソフト：フォトショップ
図98～100　©ミュンスター	漆美術館、写真撮影：Vroni	Friederike	Kautzsch、2007年
図101、103～108　©クラウス・F・ナウマン、ベルリン東洋美術館、特別展図録
Papist-	Matsuo	,	Antje	.	A	Japanese	taste	for	lacquer-	The	Klaus	F.	Naumann	Collec-
tion.	Exhibition	Catalogue,	Museum	fuer	Ostasiatische	Kunst	Staatliche	Museen	zu	
Berlin、2006
使用ソフト：フォトショップ
図102　©クラウス・F・ナウマン、写真撮影：Vroni	Friederike	Kautzsch、2008年、使用ソフト：
フォトショップ
図109　©東京芸術大学大学美術館、写真撮影：　Yoshino	Hiroyuki、2006年、使用ソフト：
フォトショップ、編集：Vroni	Friederike	Kautzsch
図110～115　©東京芸術大学大学美術館、写真撮影：　Yoshino	Hiroyuki、2007年、使用ソ
フト：フォトショップ、編集：Vroni	Friederike	Kautzsch
図116　「秋草蝶蒔絵料紙箱」構造・寸法図案、©	Vroni	Friederike	Kautzsch、2008年、使用
ソフト：イラストレーター
図117　「秋草蝶蒔絵料紙箱」図面、©Vroni	Friederike	Kautzsch、2006年、使用ソフト：イラ
ストレーター
図118　「秋草蝶蒔絵料紙箱」図面、©	Vroni	Friederike	Kautzsch、2006年、使用ソフト：イ
ラストレーター、写真撮影：Yoshino	Hiroyuki
図119　「秋草蝶蒔絵料紙箱」Ⅹ線写真、©東京文化財研究所、	撮影情報：２０ｋV、３
ｍA、1分、150センチ	、撮影：松島朝秀、2008年
図120　「秋草蝶蒔絵料紙箱」図面、©Vroni	Friederike	Kautzsch	、2008年7月20日、使用ソ
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フト：イラストレーター、写真撮影：Yoshino	Hiroyuki
図121～125　©東京国立博物館、写真撮影：	Yoshino	Hiroyuki、編集：Vroni	Friederike	
Kautzsch、使用ソフト：フォトショップ
図126　©東京国立博物館、http://www.tnm.go.jp/jp/servlet/Con?pageId=X00/
processId=00、編集：Vroni	Friederike	Kautzsch、使用ソフト：フォトショップ
図127、128　「秋草蒔絵見台」東京国立博物館蔵　部分、　©東京国立博物館、写真撮
影：Yoshino	Hiroyuki、編集：Vroni	Friederike	Kautzsch、使用ソフト：フォトショップ、イラスト
レーター
図129　©	Vroni	Friederike	Kautzsch、写真撮影・編集：　Vroni	Friederike	Kautzsch、使
用ソフト：フォトショップ
図130　写真：©サントリー美術館、http://www.suntory.co.jp/sma/、編集：Vroni	Friederike	
Kautzsch、使用ソフト：フォトショップ
図131　©高台寺、　http://www.kodaiji.com/museum/index.html
図132　Alexander	McQueenの2006・07年秋冬ファションショー　©　http://madeinbrazil.
typepad.com/madeinbrazil/2006/03/the_ghost_of_ka.html
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きました。

　サントリー美術館の井垣万里子氏には、同館が所蔵する高台寺蒔絵を調査させていただい
たときに、ご協力いただきました。

　高台寺「掌美術館」副館長の田川真千子氏には、特別に貴重な高台寺蒔絵を拝見する機会
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